
（
二
）
単
行
本
収
録
の
論
文
、
エ
ッ
セ
イ
そ
の
他
の
記
載
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

著
者
名
表
題
頁
数
書
名
編
者
名
発
行
所
名
発
行
年
月
日

既
成
の
漱
石
文
献
目
録
と
の
関
連
か
ら
発
行
年
が
西
暦
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
昭
和
（
平
成
）
の
年
号
に
統
一
し
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
変
え
た
。
雑
誌
の
巻
号

数
も
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
用
い
た
。

本
書
誌
は
夏
目
漱
石
の
作
品
『
｜
一
一
四
郎
』
（
明
治
咀
年
）
に
関
す
る
参
考
文
献

を
編
年
形
式
で
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
献
書
誌
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
既
成

目
録
の
補
遺
と
あ
わ
せ
て
雑
誌
初
出
論
文
の
単
行
本
収
録
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
重
点
を
置
い
た
。

表
題
に
『
三
四
郎
』
を
冠
し
た
論
文
、
エ
ッ
セ
イ
等
は
昭
和
十
年
以
降
か
ら
現

在
ま
で
に
五
百
近
く
に
の
ぼ
る
。
作
品
『
三
四
郎
』
に
言
及
し
た
論
考
と
な
る
と

千
編
を
超
え
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
『
一
一
一
四
郎
』
に
関
す
る
文
献
諄
誌
作
成
の

試
み
を
通
じ
て
漱
石
研
究
に
お
け
る
書
誌
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
に
思
い
を

巡
ら
せ
て
い
る
。

も
と
よ
り
本
書
誌
の
試
み
は
さ
さ
や
か
な
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
遺
漏
・
誤
り

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
諸
先
学
の
御
教
示
を
待
ち
た
い
。

（
二
研
究
論
文
、
エ
ッ
セ
イ
、
そ
の
他
の
記
載
は
次
の
通
り
で
あ
る
℃

著
者
名
表
題
頁
数
発
表
紙
誌
名
巻
号
数
編
集
発
行
所
名
発
行
年

月
日

「
三
四
郎
』
文
献
書
誌
Ｈ

村

子
田

哉
吻

曰
・
の
巨
皀
四
三
口
【
四
ｓ

昭
和
ｎ
年
二
九
四
七
）

岡
崎
義
恵
漱
石
の
恋
愛
観
「
三
四
郎
」
「
夢
十
夜
」
Ⅲ
～
川
頁
／
「
そ

れ
か
ら
」
と
「
門
」
皿
～
剛
頁
／
「
彼
岸
過
迄
」
と
「
行
人
」
Ⅲ
～
川

頁
／
則
天
去
私
と
愛
の
問
題
川
～
Ⅲ
頁
『
漱
石
と
微
笑
』
収
録
生
活

社
昭
和
皿
年
３
月
阻
日

昭
和
ｎ
年
二
九
四
六
）

岡
崎
義
恵
漱
石
の
恋
愛
観
妬
～
〃
頁
「
婦
人
朝
日
」
第
１
巻
４
号
５
月
号

朝
日
新
聞
東
京
本
社
発
行
朝
日
新
聞
社
発
売
昭
和
別
年
５
月
１
日

（
漱
石
の
恋
愛
観
漱
石
の
恋
愛
体
験
開
～
Ⅶ
頁
『
漱
石
と
微
笑
』
収
録

生
活
社
昭
和
朗
年
３
月
咀
旦

（
漱
石
の
恋
愛
観
漱
石
の
恋
愛
体
験
印
～
侃
頁
『
漱
石
と
微
笑
作
家

論
シ
リ
ー
ズ
４
』
収
録
東
京
ラ
イ
フ
社
昭
和
別
年
２
月
妬
且

（
Ⅲ
漱
石
論
十
章
漱
石
の
恋
愛
観
｜
漱
石
の
恋
愛
体
験
剛
～
川
頁

『
岡
崎
義
恵
著
作
選
集
森
鴎
外
と
夏
目
漱
石
』
収
録
宝
文
館
出
版
昭
和

咄
年
２
月
筋
日
）

岡
崎
義
恵
漱
石
の
作
品
に
現
れ
た
女
性
蛆
～
蛆
頁
「
婦
人
文
庫
」
第
１

巻
５
号
鎌
倉
文
庫
昭
和
ｎ
年
９
月
１
日

（
漱
石
の
作
品
に
現
れ
た
女
性
川
～
醐
頁
『
漱
石
と
微
笑
』
収
録
生
活

社
昭
和
皿
年
３
月
胆
且

（
漱
石
の
作
品
に
現
れ
た
女
性
脇
～
Ⅲ
頁
「
漱
石
と
微
笑
作
家
論
シ
リ
ー

ズ
４
』
収
録
東
京
ラ
イ
フ
社
昭
和
別
年
２
月
朋
旦

（
夏
目
漱
石
の
精
神
風
景
二
、
作
品
に
お
け
る
女
性
像
川
～
〃
頁
『
岡
崎

義
恵
著
作
選
集
近
代
文
芸
の
美
』
収
録
宝
文
館
出
版
昭
和
組
年
ｎ
月
別

日
）

(￣



（
漱
石
の
恋
愛
観
「
三
四
郎
」
「
夢
十
夜
」
剛
～
川
頁
／
「
そ
れ
か
ら
」

と
「
門
」
Ⅲ
～
川
頁
／
「
彼
岸
過
迄
」
と
「
行
人
」
Ｗ
～
珊
頁
／
則

天
去
私
と
愛
の
問
題
川
～
剛
頁
『
漱
石
と
微
笑
作
家
論
シ
リ
ー
ズ
４
』

収
録
東
京
ラ
イ
フ
社
昭
和
別
年
２
月
妬
且

（
Ⅲ
漱
石
論
十
章
漱
石
の
恋
愛
観
十
、
「
三
四
郎
」
と
「
夢
十
夜
」
川

～
川
頁
／
十
一
、
「
そ
れ
か
ら
」
と
「
門
」
Ⅲ
～
川
頁
／
十
二
、
「
彼
岸

過
迄
」
と
「
行
人
」
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
／
一
六
、
則
天
去
私
と
愛
の
問
題
洲
～

伽
頁
『
岡
崎
義
恵
著
作
選
集
森
鴎
外
と
夏
目
漱
石
』
収
録
宝
文
館
出
版

昭
和
蛆
年
２
月
妬
且

岡
崎
義
恵
漱
石
と
微
笑
「
草
枕
」
の
う
す
わ
ら
ひ
５
１
ｎ
頁
／
「
門
」

の
御
米
皿
Ｉ
〃
頁
『
漱
石
と
微
笑
』
生
活
社
昭
和
皿
年
３
月
砠
日

（
漱
石
と
微
笑
「
草
枕
」
の
う
す
わ
ら
ひ
７
～
旧
頁
／
「
門
」
の
御
米

別
～
妬
頁
『
漱
石
と
微
笑
作
家
論
シ
リ
ー
ズ
４
』
収
録
東
京
ラ
イ
フ
社

昭
和
ｎ
年
２
月
妬
且

（
夏
目
漱
石
の
精
神
風
景
「
漱
石
と
微
笑
１
「
草
枕
」
の
う
す
わ
ら
い

Ⅲ
～
川
頁
／
３
「
門
」
の
御
米
川
～
皿
頁
『
岡
崎
義
恵
著
作
選
集
近

代
文
芸
の
美
』
収
録
宝
文
館
出
版
昭
和
蛆
年
ｎ
月
別
日
）

岡
崎
義
恵
漱
石
に
お
け
る
特
殊
と
普
編
川
～
皿
頁
『
漱
石
と
微
笑
』
生
活

社
昭
和
皿
年
３
月
砠
日

（
特
殊
研
究
漱
石
に
お
け
る
特
殊
と
普
遍
川
～
捌
頁
『
夏
目
漱
石
全
集

第
十
二
巻
漱
石
研
究
篇
』
収
録
荒
正
人
編
創
芸
社
昭
和
別
年
８
月
５

日
）

（
漱
石
に
お
け
る
特
殊
と
普
遍
Ｍ
～
加
頁
「
漱
石
と
微
笑
作
家
論
シ
リ
ー

ズ
４
』
収
録
東
京
ラ
イ
フ
社
昭
和
別
年
２
月
筋
且

（
Ⅱ
特
殊
研
究
漱
石
に
お
け
る
特
殊
と
普
遍
胡
～
Ⅲ
頁
『
漱
石
全
集
別

昭
和
朗
年
二
九
四
八
）

福
原
鱗
太
郎
漱
石
門
外
「
夏
目
漱
石
全
集
月
報
第
四
輯
」
夏
目
伸
六
編

桜
菊
書
院
内
明
治
文
学
刊
行
会
昭
和
泌
年

（
セ
ロ
フ
ァ
ン
・
テ
ー
プ
漱
石
門
外
Ⅲ
～
川
頁
『
わ
れ
愚
人
を
愛
す
』
収

録
文
芸
春
秋
新
社
昭
和
〃
年
ｎ
月
別
且

巻
漱
石
案
内
他
』
収
録
伊
藤
整
・
吉
田
精
一
編
角
川
壽
店
昭
和
弱
年

８
月
筋
日
）

（
Ⅲ
漱
石
論
十
章
特
殊
と
普
遍
棚
～
嚇
頁
『
岡
崎
義
恵
著
作
選
集
森

鴎
外
と
夏
目
漱
石
』
収
録
宝
文
館
出
版
昭
和
組
年
２
月
妬
且

和
田
利
男
二
、
漱
石
の
ユ
ー
モ
ア
の
基
調
１
、
落
語
趣
味
筋
～
弛
頁
／

一
二
、
漱
石
の
ユ
ー
モ
ア
の
諸
相
１
、
性
格
の
ユ
ー
モ
ア
③
「
｜
一
一
四
郎
」
の

與
次
郎
川
１
Ｍ
頁
／
３
、
食
慾
の
ユ
ー
モ
ア
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
『
漱
石
の
ユ
ー

モ
ア
』
人
文
書
院
昭
和
幼
年
５
月
即
日

塩
田
良
平
青
春
の
文
学
「
三
四
郎
」
７
～
茄
頁
／
「
青
年
」
別
～
蛆

頁
／
明
治
の
武
蔵
野
川
～
Ⅲ
頁
『
青
春
の
文
学
』
晃
文
社
昭
和
幼
年

８
月
応
日

大
内
兵
衛
兵
衛
の
上
京
３
１
砠
頁
『
青
春
の
歓
び
の
中
に
』
学
生
書
房
編

集
部
学
生
書
房
昭
和
皿
年
Ⅱ
月
砠
日

（
兵
衛
の
上
京
１
１
咀
頁
『
旧
師
旧
友
』
収
録
岩
波
書
店
昭
和
朗
年

８
月
別
日
）

（
旧
師
旧
友
兵
衛
の
上
京
咄
～
Ⅲ
頁
『
昭
和
文
学
全
集
〃
長
谷
川
如
是

閑
・
大
内
兵
衛
・
笠
信
太
郎
集
』
収
録
角
川
書
店
昭
和
別
年
５
月
別
旦

小
場
瀬
卓
三
夏
目
漱
石
と
近
代
精
神
〃
～
躯
頁
「
世
界
評
論
」
第
２
巻

６
号
ｎ
月
号
世
界
評
論
社
昭
和
〃
年
Ⅲ
月
１
日

口



（
漱
石
門
外
剛
～
珊
頁
『
野
方
閑
居
の
記
』
収
録
新
潮
社
昭
和
刈
年

ｎ
月
５
日
）

（
文
学
的
風
景
漱
石
門
外
Ⅲ
Ｉ
柵
頁
『
福
原
鱗
太
郎
著
作
集
７
随
筆
Ⅲ

人
生
・
読
書
』
収
録
研
究
社
出
版
昭
和
必
年
６
月
妬
日
）

（
三
四
郎
日
和
漱
石
門
外
Ｍ
１
Ⅲ
頁
『
夏
目
漱
石
』
収
録
荒
竹
出
版

昭
和
佃
年
９
月
妬
且

（
漱
石
門
外
Ⅲ
～
川
頁
『
野
方
閑
居
の
記
福
原
麟
太
郎
自
選
随
想
集
』

収
録
沖
積
舎
昭
和
他
年
２
月
別
日
）

高
須
芳
次
郎
夏
目
漱
石
に
描
か
れ
た
女
性
躯
～
珊
頁
『
作
家
に
描
か
れ
た

女
性
』
萬
葉
出
版
社
昭
和
昭
年
６
，
ｍ
Ⅱ

宇
田
道
隆
漱
石
師
と
寅
彦
先
生
〃
～
印
頁
『
寺
田
寅
彦
』
ア
テ
ネ
文
庫

朋
弘
文
堂
昭
和
朗
年
７
月
妬
日

矢
本
貞
幹
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
影
響
両
１
％
頁
／
漱
石
の
自
然
観
皿
～

Ⅲ
頁
『
漱
石
の
精
神
』
秋
田
屋
昭
和
昭
年
８
月
旧
日

岡
崎
義
恵
文
芸
に
お
け
る
思
想
の
位
置
Ⅱ
１
部
頁
『
芸
術
と
思
想
』
角

川
書
店
昭
和
幻
年
９
月
別
日

大
井
征
解
説
Ⅲ
～
川
頁
『
三
四
郎
』
新
潮
文
庫
新
潮
社
昭
和
朗
年

皿
月
妬
日

昭
和
別
年
二
九
四
九
）

Ｖ
・
Ｈ
・
ヴ
ィ
リ
エ
ル
モ
メ
レ
デ
ィ
ス
と
漱
石
ｌ
心
理
小
説
に
つ
い
て
の
一
考

痙
干
ｌ
釦
～
羽
頁
「
塔
」
第
１
巻
５
号
羽
田
書
房
昭
和
型
年
５
月
１

日

伊
藤
整
解
説
棚
～
Ⅲ
頁
（
坊
っ
ち
ゃ
ん
草
枕
夢
十
夜
倫
敦
塔
一
二

四
郎
所
収
）
『
現
代
日
本
小
説
大
系
第
砠
巻
夏
目
漱
石
』
河
出
書
房

昭
和
趾
年
５
月
別
日

（
夏
目
漱
石
汎
～
必
頁
『
作
家
論
』
収
録
筑
摩
書
房
昭
和
珊
年
咀
月

旧
日
）

（
夏
目
漱
石
、
～
卯
頁
『
作
家
論
Ｉ
』
収
録
角
川
文
庫
角
川
書
店

昭
和
朗
年
皿
月
別
且

（
夏
目
漱
石
Ｉ
Ｍ
Ｉ
皿
頁
『
伊
藤
整
全
集
第
四
巻
夏
目
漱
石
・
森
鴎
外

外
他
』
収
録
新
潮
社
昭
和
組
年
９
月
旧
旦

金
森
徳
次
郎
明
治
の
興
奮
好
評
｜
代
男
そ
の
八
４
～
４
頁
「
日
本
古
書

通
信
」
第
Ⅲ
巻
７
号
復
刊
第
沁
号
日
本
古
詳
通
信
社
昭
和
別
年
７
月

明
日

岡
崎
義
恵
解
説
洲
～
川
頁
『
日
本
文
学
選
三
四
郎
』
光
文
社
昭
和

別
年
７
月
別
日さ
ん
し
ろ
う

平
田
次
三
郎
一
二
四
郎
Ｍ
Ｉ
Ｍ
頁
『
現
代
日
本
文
学
辞
典
』
近
代
文
学
社

編
河
出
書
房
昭
和
別
年
７
月
閉
日

矢
島
祐
利
四
、
大
学
院
学
生
・
大
学
講
師
［
明
治
一
一
一
十
六
年
’
四
十
一
年
］

妬
～
㈹
頁
『
寺
田
寅
彦
』
岩
波
書
店
昭
和
別
年
皿
月
昭
日

中
野
博
雄
漱
石
の
文
体
に
つ
い
て
Ⅲ
～
妬
頁
「
文
学
研
究
」
創
刊
券

文
学
研
究
会
昭
和
型
年
Ⅱ
月
皿
日

昭
和
妬
年
二
九
五
○
）

吉
田
孝
次
郎
「
三
四
郎
」
に
つ
い
て
（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
研
発
表
要
旨

昭
和
型
年
ｎ
月
５
．
６
且
開
～
印
頁
「
国
語
と
国
文
学
」
第
Ⅳ
巻
２

号
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
至
文
堂
昭
和
筋
年
２
月
１
日

片
岡
良
一
「
｜
一
一
四
郎
」
に
つ
い
て
剛
～
川
頁
『
三
四
郎
』
春
陽
堂
文
庫

春
陽
堂
昭
和
妬
年
４
月
旧
日

ロ



（
中
期
の
一
一
一
部
作
ｌ
『
一
二
四
郎
』
『
そ
れ
か
ら
』
『
門
』
ｌ
Ⅲ
～
川
頁
［
『
三

四
郎
』
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
］
『
夏
目
漱
石
の
作
品
』
収
録
厚
文
社
昭
和
加
年

８
月
１
日
）

（
中
期
の
一
一
一
部
作
ｌ
『
一
二
四
郎
』
『
そ
れ
か
ら
』
『
門
』
ｌ
脇
～
Ⅲ
頁
【
『
三

四
郎
』
伽
～
Ⅲ
頁
］
『
夏
目
漱
石
の
作
品
』
収
録
鷺
の
宮
書
店
昭
和

似
年
ｎ
月
別
日
）

（
中
期
の
三
部
作
「
｜
一
一
四
郎
」
「
そ
れ
か
ら
」
「
門
」
Ⅲ
～
剛
頁
【
「
一
一
一
囚
郎
」

Ⅲ
～
川
頁
］
『
片
岡
良
一
著
作
集
第
九
巻
夏
日
漱
石
と
芥
川
龍
之
介
』
収
録

中
央
公
論
社
昭
和
閲
年
２
月
妬
且

無
署
名
夏
目
漱
石
の
項
［
三
四
郎
］
さ
ん
し
ろ
う
洲
～
洲
頁
『
世
界
文
芸

辞
典
東
洋
篇
』
世
界
文
芸
辞
典
編
集
部
東
京
堂
昭
和
妬
年
４
月
別
日

（
夏
目
漱
石
【
三
四
郎
］
さ
ん
し
ろ
う
棚
～
川
頁
『
新
訂
世
界
文
芸
辞
典

日
本
・
東
洋
編
』
収
録
世
界
文
芸
辞
典
編
集
部
東
京
堂
昭
和
朗
年
８
月

別
日
）

柴
田
宵
曲
文
学
東
京
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
団
子
坂
中
坂
２
～
２
頁
「
日
本

古
詳
通
信
」
第
旧
巻
８
号
復
刊
第
羽
号
日
本
古
書
通
信
社
昭
和
妬
年

８
月
由
Ⅲ

（
団
子
坂
１
～
５
頁
『
文
学
・
東
京
散
歩
』
収
録
古
通
豆
本
Ⅲ
日
本

古
書
通
信
社
昭
和
弱
年
１
月
別
且

野
上
豊
一
郎
三
四
郎
さ
ん
し
ろ
う
皿
～
皿
頁
『
増
補
改
訂
日
本
文
学

大
辞
典
第
三
巻
』
藤
村
作
編
新
潮
社
昭
和
筋
年
８
月
加
日

（
三
四
郎
さ
ん
し
ろ
う
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
『
縮
約
日
本
文
学
大
辞
典
（
全
）
』

収
録
藤
村
作
編
新
潮
社
昭
和
加
年
１
月
別
旦

伊
藤
整
解
説
別
～
班
頁
『
漱
石
集
中
巻
三
四
郎
、
そ
れ
か
ら
、
門
』
新

潮
社
昭
和
筋
年
８
月
別
日

西
脇
良
三
日
本
の
近
代
と
漱
石
皿
～
仏
頁
「
文
化
論
叢
」
創
刊
号
山

口
大
学
教
育
学
部
光
分
校
文
化
研
究
会
昭
和
筋
年
ｎ
月
咀
日

永
野
爲
武
漱
石
の
「
髭
」
と
「
篝
」
〃
～
刈
頁
「
文
芸
研
究
季
刊
」

第
５
集
東
北
大
学
文
学
部
日
本
文
芸
研
究
会
昭
和
筋
年
ｎ
月
旧
日

柴
田
宵
曲
文
学
東
京
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
漱
石
山
房
大
川
端
２
～
３
頁

「
日
本
古
書
通
信
」
第
旧
巻
皿
号
復
刊
第
虹
号
日
本
古
諄
通
信
社
昭

和
妬
年
皿
月
胆
日

（
漱
石
山
房
旧
～
皿
頁
『
文
学
・
東
京
散
歩
』
収
録
古
通
豆
本
⑭
ｕ

本
古
壽
通
信
社
昭
和
弱
年
１
月
別
且

伊
藤
整
坊
っ
ち
ゃ
ん
三
四
郎
解
説
筋
～
川
頁
『
夏
目
漱
石
作
品
集
第
三

巻
』
創
元
社
昭
和
妬
年
ｎ
月
妬
日

熊
坂
敦
子
漱
石
『
明
暗
』
の
女
性
観
に
つ
い
て
、
～
朋
頁
「
明
治
大
正
文

学
研
究
」
第
４
輯
東
京
堂
昭
和
妬
年
皿
月
刈
日

片
岡
良
｜
夏
目
漱
石
に
於
け
る
一
一
三
の
問
題
１
～
９
頁
「
文
学
」
第
旧

巻
ｎ
号
岩
波
書
店
昭
和
筋
年
Ⅱ
月
ｎ
日

（
漱
石
に
お
け
る
一
一
三
の
問
題
Ⅲ
～
棚
頁
『
夏
日
漱
石
の
作
品
』
収
録

厚
文
社
昭
和
訓
年
８
月
１
日
）

（
漱
石
に
お
け
る
二
一
一
一
の
問
題
川
～
棚
頁
『
夏
目
漱
石
の
作
品
』
収
録

鷺
の
宮
書
店
昭
和
蛆
年
皿
月
加
旦

（
漱
石
に
お
け
る
二
、
一
二
の
問
題
川
～
川
頁
『
片
岡
良
一
著
作
集
第
九
巻

夏
目
漱
石
と
芥
川
龍
之
介
』
収
録
中
央
公
論
社
昭
和
弱
年
２
月
茄
旦

塩
田
良
平
明
治
時
代
第
三
章
近
代
後
期
第
一
一
節
主
知
派
小
説
１
、
夏
目
漱
石

三
四
郎
例
～
Ⅲ
頁
『
日
本
文
学
教
養
講
座
第
十
巻
近
代
小
説
』
塩
田

良
平
・
福
田
清
人
箸
至
文
堂
昭
和
筋
年
Ⅱ
月
砠
日

柴
田
宵
曲
藻
塩
草
代
助
、
｜
一
一
四
郎
５
～
５
頁
「
日
本
古
壽
通
信
」
第

0m）



昭
和
茄
年
二
九
五
二

柴
田
宵
曲
文
学
東
京
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
浅
草
大
学
図
評
館
２
～
３
頁

「
日
本
古
書
通
信
」
第
砠
巻
１
号
復
刊
第
ｕ
号
日
本
古
書
通
信
社
昭

和
茄
年
１
月
旧
日

（
大
学
図
書
館
別
～
冊
頁
『
文
学
・
東
京
散
歩
』
収
録
古
通
豆
本
ｕ

日
本
古
壽
通
信
社
昭
和
弱
年
１
月
別
且

柴
田
宵
曲
文
学
東
京
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
大
久
保
田
端
２
１
３
頁
「
日
本

古
書
通
信
」
第
砠
巻
２
号
復
刊
第
妬
号
日
本
古
書
通
信
社
昭
和
別
年

２
月
砠
日

（
大
久
保
印
～
岡
頁
／
田
端
Ｎ
～
冊
頁
『
文
学
・
東
京
散
歩
』
収
録

古
通
豆
本
虹
日
本
古
詳
通
信
社
昭
和
閃
年
１
月
別
日
）

柴
田
宵
曲
文
学
東
京
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
上
野
銀
座
３
～
３
頁
「
日
本
古

書
通
信
」
第
刑
巻
３
号
復
刊
第
妬
号
日
本
古
書
通
信
社
昭
和
茄
年
３

月
胆
日

（
上
野
冊
～
乃
頁
『
文
学
・
東
京
散
歩
』
収
録
古
通
豆
本
虹
Ⅱ
本
古

書
通
信
社
昭
和
弱
年
１
月
別
且

瀬
沼
茂
樹
’
三
、
個
人
主
義
と
漱
石
妬
～
朋
頁
『
近
代
日
本
文
学
の
な

り
た
ち
』
河
出
書
房
昭
和
沁
年
３
月
応
日

（
第
一
部
自
我
の
問
題
五
、
個
人
主
義
と
漱
石
ｌ
「
明
治
の
精
神
」
を
中

心
に
田
～
ｎ
頁
『
近
代
日
本
文
学
の
な
り
た
ち
』
収
録
河
出
文
庫
河

出
書
房
昭
和
羽
年
７
月
別
日
）

旧
巻
ｎ
号
復
刊
第
蛆
号
日
本
古
書
通
信
社
昭
和
妬
年
ｎ
月
応
日

（
代
助
、
三
四
郎
剛
～
剛
頁
『
漱
石
覚
え
書
』
収
録
日
本
古
書
通
信
社

昭
和
胡
年
Ⅱ
月
加
且

（
第
一
部
自
我
の
問
題
五
、
個
人
主
義
と
漱
石
ｌ
「
明
治
の
精
神
」
を
中

心
に
船
～
祀
頁
『
近
代
日
本
文
学
の
な
り
た
ち
』
収
録
角
川
文
庫
２
０

８
８
角
川
書
店
昭
和
珊
年
８
月
別
日
）

（
五
、
個
人
主
義
と
漱
石
ｌ
「
明
治
の
精
神
」
を
中
心
に
別
～
朋
頁
『
近

代
日
本
文
学
の
な
り
た
ち
』
収
録
ア
テ
ネ
新
書
弘
文
堂
書
店
昭
和
妬
年

４
月
咀
日
）

岡
崎
義
恵
漱
石
に
関
す
る
十
章
小
説
家
と
し
て
の
漱
石
Ⅲ
～
脇
頁
／
虚

構
と
真
実
ｌ
小
説
の
一
一
一
系
列
１
筋
～
Ⅲ
頁
／
一
一
様
の
三
角
関
係
Ⅲ
～
町

頁
／
二
人
の
漱
石
ｌ
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
赤
シ
ャ
シ
ー
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
／
人
と
し

て
の
漱
石
川
～
川
頁
『
鴎
外
と
漱
石
』
要
選
書
旧
要
書
房
昭
和
邪

年
４
月
筋
日

（
Ⅲ
漱
石
論
十
章
小
説
家
と
し
て
の
漱
石
一
、
小
説
作
品
の
全
貌
Ⅷ
～

Ⅲ
頁
／
二
、
虚
構
と
真
実
ｌ
小
説
の
一
一
一
系
列
ｌ
Ⅲ
～
川
頁
／
三
、
一
一
様

の
三
角
関
係
川
～
Ⅲ
頁
／
二
人
の
漱
石
ｌ
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
赤
シ
ャ
ツ
側

～
棚
頁
／
人
と
し
て
の
漱
石
棚
～
棚
頁
『
岡
崎
義
恵
著
作
選
集
森
鴎

外
と
夏
目
漱
石
』
収
録
宝
文
館
出
版
昭
和
佃
年
２
月
妬
且

無
署
名
一
一
一
四
郎
燗
～
Ⅲ
頁
『
日
本
の
名
著
毎
日
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』
毎

日
新
聞
社
昭
和
茄
年
５
月
５
日

（
宮
崎
友
夫
三
四
郎
川
～
Ⅲ
頁
『
日
本
の
名
著
毎
日
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

改
定
新
版
』
収
録
毎
日
新
聞
社
昭
和
妬
年
Ⅱ
月
田
日
）

柴
田
宵
曲
文
学
東
京
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
根
岸
神
楽
坂
４
１
４
頁
「
日
本

古
書
通
信
」
第
朋
巻
５
号
復
刊
第
蛆
号
日
本
古
書
通
信
社
昭
和
別
年

５
月
胴
日

（
根
岸
朗
～
卯
頁
／
神
楽
坂
卯
～
朋
頁
『
文
学
・
東
京
散
歩
』
収
録

古
通
豆
本
ｕ
日
本
古
書
通
信
社
昭
和
弱
年
１
月
別
日
）

⑪



野
田
字
太
郎
「
三
四
郎
」
の
池
別
～
那
頁
／
観
潮
楼
跡
胆
～
加
頁
『
新

東
京
文
学
散
歩
』
日
本
読
書
新
聞
昭
和
別
年
６
月
妬
日

（
「
三
四
郎
」
の
池
泌
～
刈
頁
／
観
潮
楼
跡
Ⅲ
～
別
頁
『
新
東
京
文
学

散
歩
増
補
改
正
版
』
収
録
角
川
文
庫
Ⅲ
角
川
書
店
昭
和
〃
年
３
月
砠

日
）

久
松
潜
一
一
一
一
四
郎
さ
ん
し
ろ
う
釦
～
刈
頁
『
日
本
文
学
辞
典
』
ア
テ

ネ
文
庫
川
弘
文
堂
昭
和
別
年
９
月
胴
日

伊
藤
整
解
説
皿
～
筋
頁
『
三
四
郎
』
創
元
社
文
庫
創
元
社
昭
和
加

年
皿
月
Ｍ
Ｈ

山
本
健
吉
解
説
筋
～
川
頁
『
三
四
郎
』
角
川
文
庫
角
川
書
店
昭
和
茄

年
Ⅲ
月
加
日

（
夏
目
漱
石
一
一
『
三
四
郎
』
に
つ
い
て
＄
～
那
頁
『
青
春
の
文
学
』

収
録
要
選
壽
乃
要
書
房
昭
和
訓
年
４
月
旧
日
）

秦
一
郎
漱
石
・
鴎
外
・
龍
之
介
羽
～
蛆
頁
「
明
治
大
正
文
学
研
究
」
第

６
号
東
京
堂
昭
和
茄
年
ｎ
月
別
日

保
坂
弘
司
三
川
郎
汀
～
別
頁
同
右

片
岡
良
一
漱
石
の
文
学
上
の
地
位
５
１
咀
頁
同
右

（
作
家
論
漱
石
の
文
学
史
上
の
地
位
別
～
朗
頁
『
夏
目
漱
石
全
集
第
十

二
巻
漱
石
研
究
篇
』
収
録
荒
正
人
編
創
芸
社
昭
和
朗
年
８
月
５
且

（
漱
石
と
自
然
主
義
剛
～
珊
頁
「
夏
目
漱
石
の
作
品
』
収
録
厚
文
社

昭
和
別
年
８
月
１
且

（
漱
石
と
自
然
主
義
皿
～
珊
頁
『
夏
目
漱
石
の
作
品
』
収
録
鷺
の
宮
書

店
昭
和
妃
年
ｎ
月
別
且

（
漱
石
の
文
学
史
上
の
地
位
〃
～
開
頁
『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
夏

目
漱
石
ｌ
』
収
録
有
精
堂
出
版
昭
和
妬
年
１
月
朋
旦

昭
和
〃
年
（
一
九
五
二
）

な
か
の
・
し
げ
は
る
鴎
外
に
つ
い
て
作
品
研
究
３
青
年
蛆
～
閃
頁

「
文
学
」
第
加
巻
４
号
岩
波
書
店
昭
和
〃
年
４
月
皿
日

（
青
年
に
つ
い
て
剛
～
川
頁
『
鴎
外
そ
の
側
面
』
収
録
中
野
重
治
筑

摩
書
房
昭
和
〃
年
６
月
５
日
）

（
「
青
年
」
に
つ
い
て
川
１
町
頁
『
中
野
重
治
全
集
第
十
巻
』
収
録
筑

摩
書
房
昭
和
師
年
５
月
四
日
）

「
青
年
」
に
つ
い
て
川
～
川
頁
『
鴎
外
そ
の
側
面
』
収
録
筑
摩
叢
書

Ⅲ
筑
摩
書
房
昭
和
卿
年
２
月
筋
日
）

（
鴎
外
そ
の
側
面
「
青
年
」
の
こ
と
Ⅷ
～
測
頁
『
中
野
重
治
全
集
第
十

六
巻
』
収
録
筑
摩
書
房
昭
和
砠
年
７
月
別
且

岩
永
胖
第
十
一
一
一
頁
目
漱
石
ｌ
そ
の
近
代
性
と
封
建
性
’
一
一
、
「
一
一
一
四
郎
」

「
そ
れ
か
ら
」
「
門
」
柵
～
叩
頁
『
現
代
文
学
総
説
ｌ
明
治
作
家
篇
』

藤
村
作
監
修
西
尾
實
、
近
藤
忠
義
共
編
学
燈
社
昭
和
〃
年
４
月
班
日

稲
垣
達
郎
自
分
と
い
う
も
の
⑪
ｌ
『
三
四
郎
』
か
ら
『
心
』
ま
で
Ⅲ
～
ｎ
頁

『
国
語
と
文
学
の
教
室
夏
目
漱
石
』
福
村
書
店
昭
和
〃
年
５
月
班
日

吉
田
精
一
自
然
主
義
と
漱
石
５
１
出
頁
「
明
治
大
正
文
学
研
究
」
第
７

号
東
京
堂
昭
和
〃
年
６
月
Ⅲ
日

（
漱
石
研
究
の
課
題
的
Ｉ
皿
頁
『
比
較
文
学
研
究
Ｉ
比
較
文
学
の
問
題
と

方
法
漱
石
の
比
較
文
学
的
研
究
』
収
録
日
本
比
較
文
学
会
編
矢
島
書
房

昭
和
別
年
皿
月
妬
旦

（
漱
石
と
自
然
主
義
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
『
漱
石
全
集
別
巻
漱
石
案
内
他
』
収
録

（
漱
石
と
自
然
主
義
筋
～
珊
頁
『
片
岡
良
一
著
作
集
第
九
巻
夏
Ｈ
漱
石

と
芥
川
龍
之
介
』
収
録
中
央
公
論
社
昭
和
弱
年
２
月
妬
且

六）



伊
藤
整
・
吉
田
精
一
編
角
川
書
店
昭
和
刑
年
８
月
妬
且

（
自
然
主
義
と
漱
石
Ⅲ
～
町
頁
「
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
現
代
の
エ
ス
プ
リ

夏
目
漱
石
」
収
録
第
５
巻
茄
号
江
藤
淳
編
至
文
堂
昭
和
蛆
年
７
月
１

日
）（
Ⅱ
夏
目
漱
石
一
、
漱
石
と
自
然
主
義
町
～
Ⅲ
頁
『
吉
田
精
一
著
作
集
第

四
巻
鴎
外
・
漱
石
』
収
録
桜
楓
社
昭
和
弱
年
３
月
Ⅲ
且

坂
本
浩
則
天
去
私
に
つ
い
て
ｕ
～
咄
頁
「
明
治
大
正
文
学
研
究
」
第
７
号

東
京
堂
昭
和
〃
年
６
月
Ⅲ
日

（
夏
目
漱
石
と
則
天
去
私
捌
～
刎
頁
『
近
代
文
学
の
研
究
態
度
』
収
録

国
語
国
文
学
研
究
叢
壽
旧
南
雲
堂
桜
楓
社
昭
和
弱
年
皿
月
泌
日
）

景
山
直
治
「
三
四
郎
」
研
究
ｌ
主
題
と
修
辞
ｌ
妬
～
刈
頁
「
文
学
研
究
」

第
９
号
文
学
研
究
会
昭
和
〃
年
９
月
加
日

野
田
字
太
郎
東
京
文
学
散
歩
「
三
四
郎
」
の
池
「
毎
日
新
聞
」
夕
刊
第

２
７
４
０
８
号
毎
日
新
聞
社
昭
和
〃
年
９
月
Ⅲ
日
〔
士
曜
日
〕

（
東
京
文
学
散
歩
「
三
四
郎
」
の
池
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
『
毎
日
新
聞
縮
刷
版
』

収
録
第
３
巻
９
号
９
月
号
通
巻
第
〃
号
毎
日
新
聞
社
昭
和
〃
年
皿
月

胆
日
）

（
「
三
四
郎
」
の
池
羽
～
弘
頁
［
頁
数
の
記
載
な
し
］
『
ア
ル
バ
ム
東
京

文
学
散
歩
』
収
録
創
元
社
昭
和
別
年
２
月
加
旦

角
川
源
義
解
説
柵
～
棚
頁
『
昭
和
文
学
全
集
３
寺
田
寅
彦
集
』
角
川

書
店
昭
和
〃
年
⑫
月
皿
日

（
寺
田
寅
彦
⑬
～
別
頁
『
近
代
文
学
の
孤
独
』
収
録
現
代
文
芸
社
昭

和
冊
年
５
月
加
日
）

（
寺
田
寅
彦
測
～
珊
頁
『
角
川
源
義
全
集
第
三
巻
古
典
研
究
Ⅲ
．
文
学

評
論
』
収
録
角
川
書
店
昭
和
岡
年
４
月
８
日
）

昭
和
朋
年
（
一
九
五
三
）

井
上
百
合
子
「
草
枕
」
一
試
論
ｌ
作
品
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
別
～
妬
頁

「
日
本
女
子
大
学
紀
要
文
学
部
」
第
２
号
日
本
女
子
大
学
文
学
部
昭
和

肥
年
２
月
ｎ
日

塩
田
良
平
〔
後
篇
〕
作
家
論
第
二
章
鴎
外
と
漱
石
２
夏
目
漱
石
Ⅲ
～
Ⅲ
頁

『
鴎
外
・
漱
石
か
ら
現
代
ま
で
』
少
年
図
書
館
選
書
４
金
子
書
房
昭
和

泌
年
２
月
肥
日

吉
田
孝
次
郎
教
科
書
と
「
三
四
郎
」
ｌ
時
代
的
意
義
を
中
心
に
ｌ
Ｆ
１
皿
頁

「
日
本
文
学
」
第
２
巻
２
号
日
本
文
学
協
会
昭
和
朋
年
３
月
１
日

編
集
部
解
説
珊
～
川
頁
『
三
四
郎
』
三
笠
文
庫
一
一
一
笠
詳
房
昭
和
肥

年
３
月
加
日

伊
藤
整
解
説
川
～
加
頁
『
現
代
日
本
名
作
選
坊
っ
ち
ゃ
ん
・
三
四
郎
夏

目
漱
石
』
筑
摩
書
房
昭
和
肥
年
４
月
西
日

片
岡
良
一
「
三
四
郎
」
に
つ
い
て
恥
１
町
頁
『
夏
目
漱
石
作
品
全
集
第
六

巻
三
四
郎
』
近
代
文
庫
船
創
芸
社
昭
和
泌
年
４
月
別
日

久
保
田
万
太
郎
・
舟
橋
聖
一
・
永
井
龍
男
・
河
盛
好
蔵
座
談
会
『
東
京
』
と
い

う
名
の
都
会
印
～
開
頁
「
文
芸
」
第
Ⅲ
巻
５
号
河
出
諄
房
昭
和
朗

年
５
月
１
日

中
村
真
一
郎
解
説
肌
～
皿
頁
（
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

「
そ
れ
か
ら
」
所
収
）
『
現
代
文
豪
名
作
全
集
５
夏
目
漱
石
集
』
中
村
真

一
郎
編
河
出
書
房
昭
和
昭
年
５
月
、
日

亀
井
勝
一
郎
解
説
棚
～
棚
頁
『
夏
目
漱
石
全
集
第
三
巻
一
二
四
郎
そ
れ
か

ら
門
思
ひ
思
す
事
な
ど
永
日
小
品
』
創
芸
社
昭
和
躯
年
７
月
Ⅲ
日

（
解
説
夏
目
漱
石
全
集
第
三
巻
Ｍ
１
Ⅲ
頁
『
亀
井
勝
一
郎
全
集
補
巻
一
』

収
録
講
談
社
昭
和
咄
年
４
月
陥
日
）
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片
岡
良
一
漱
石
と
鴎
外
Ｆ
～
四
頁
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
第
旧
巻
８

号
至
文
堂
昭
和
肥
年
８
月
１
日

柴
田
宵
曲
「
藻
塩
草
」
２
～
２
頁
「
日
本
古
書
通
信
」
第
旭
巻
Ⅲ
号

復
刊
第
Ⅲ
号
日
本
古
書
通
信
社
昭
和
肥
年
９
月
砠
日

（
三
四
郎
Ⅳ
～
Ⅲ
頁
『
漱
石
覚
え
書
』
収
録
日
本
古
書
通
信
社
昭
和

銘
年
ｎ
月
別
日
）

臼
井
吉
見
三
四
郎
解
説
筋
～
川
頁
『
夏
目
漱
石
文
庫
５
｜
一
一
四
郎
』
中
公

文
庫
中
央
公
論
社
昭
和
路
年
９
月
閉
日

荒
正
人
漱
石
文
学
の
物
質
的
基
礎
弧
～
印
頁
「
文
学
」
第
皿
巻
皿
号
ｎ

月
号
岩
波
書
店
昭
和
肥
年
、
月
皿
日

（
作
家
論
漱
石
文
学
の
物
質
的
基
礎
Ｍ
１
皿
頁
「
夏
目
漱
石
全
集
第
十

二
巻
漱
石
研
究
篇
』
収
録
荒
正
人
編
創
芸
社
昭
和
別
年
８
月
５
日
）

（
第
三
章
漱
石
文
学
の
物
質
的
基
礎
別
～
珊
頁
『
評
伝
夏
凹
漱
石
』
収

録
実
業
之
日
本
社
昭
和
閲
年
７
月
別
且

（
第
三
章
漱
石
文
学
の
物
質
的
基
礎
〃
～
珊
頁
『
作
品
と
作
家
研
究

評
伝
夏
目
漱
石
増
補
新
版
』
収
録
実
業
之
日
本
社
昭
和
蛆
年
皿
月
旧
旦

内
田
百
問
「
三
四
郎
」
「
彼
岸
過
迄
」
「
幻
影
の
盾
」
解
説
１
１
４
頁
（
川
Ｉ

Ⅲ
頁
）
『
夏
目
漱
石
小
説
全
集
第
三
巻
』
春
陽
堂
書
店
昭
和
朋
年
皿
月
、

日

野
田
字
太
郎
鴎
外
の
「
聿
自
年
」
と
そ
の
時
代
９
１
妬
頁
『
青
春
の
季
節
』

河
出
新
書
河
出
書
房
昭
和
朋
年
ｎ
月
５
日

「
ス
バ
ル
」
群
像
鴎
外
「
青
年
」
と
そ
の
時
代
旧
～
皿
頁
『
瓦
斯
燈

文
芸
考
』
収
録
東
峰
書
院
昭
和
刑
年
６
月
旧
日
）

（
第
二
部
パ
ン
の
会
の
周
辺
鴎
外
の
『
青
年
』
と
そ
の
時
代
柵
～
〃
頁

『
日
本
耽
美
派
文
学
の
誕
生
』
収
録
河
出
書
房
新
社
昭
和
加
年
Ⅱ
月
朋
日
）

片
岡
良
一
解
説
棚
～
棚
頁
（
坊
っ
ち
ゃ
ん
草
枕
三
四
郎
そ
れ
か
ら

こ
こ
ろ
夢
十
夜
所
収
）
『
昭
和
文
学
全
集
別
冊
夏
目
漱
石
集
』
角
川

署
店
昭
和
那
年
Ⅱ
月
妬
日

福
原
麟
太
郎
解
説
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
『
私
の
個
人
主
義
』
創
元
文
庫
創
元
社

昭
和
路
年
、
月
刈
日

（
個
人
主
義
解
説
Ⅲ
～
川
頁
「
愚
者
の
知
恵
』
収
録
新
潮
社
昭
和
釦

年
６
月
別
且

（
文
学
の
世
界
個
人
主
義
解
説
Ｗ
～
Ⅲ
頁
『
夏
目
漱
石
』
収
録
荒
竹

出
版
昭
和
蛆
年
９
月
閉
旦

荒
正
人
漱
石
の
暗
い
部
分
組
～
侃
頁
「
近
代
文
学
」
第
８
巻
ｎ
号
近

代
文
学
社
昭
和
朋
年
ｎ
月
１
日

（
漱
石
の
略
い
部
分
皿
～
刑
頁
「
夏
目
漱
石
全
集
第
４
巻
月
報
漱
石
山

房
第
７
号
」
収
録
創
芸
社
昭
和
別
年
１
月
妬
日
）

（
漱
石
の
略
い
部
分
（
二
）
皿
～
砠
頁
「
夏
目
漱
石
全
集
第
８
巻
月
報
漱

石
山
房
第
８
号
」
収
録
創
芸
社
昭
和
別
年
２
月
朋
旦

（
漱
石
の
暗
い
部
分
（
三
）
Ⅲ
～
咄
頁
「
夏
目
漱
石
全
集
第
９
巻
月
報
漱

石
山
房
第
９
号
」
収
録
創
芸
社
昭
和
別
年
３
月
別
日
）

（
漱
石
の
暗
い
部
分
田
～
測
頁
「
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
夏
目
漱
石
Ｉ
』

収
録
有
精
堂
昭
和
妬
年
１
月
妬
且

昭
和
別
年
二
九
五
四
）

野
田
字
太
郎
続
九
州
文
学
散
歩
⑬
豊
津
㈹
『
三
四
郎
の
故
郷
』
文
化
欄

「
西
日
本
新
聞
」
朝
刊
第
２
５
３
２
３
号
西
日
本
新
聞
社
昭
和
別
年
１

月
旧
日
〔
月
曜
日
〕

（
豊
津
「
三
四
郎
」
の
故
郷
刑
～
〃
頁
『
続
九
州
文
学
散
歩
』
収
録
創
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元
社
昭
和
別
年
５
月
ｎ
日
）

（
豊
津
「
三
四
郎
」
の
故
郷
班
～
町
頁
『
九
州
文
学
散
歩
』
収
録
角
川

文
庫
角
川
芹
店
昭
和
加
年
Ⅵ
月
Ⅲ
且

荒
正
人
漱
石
と
鴎
外
Ⅲ
～
皿
頁
『
岩
波
講
座
文
学
第
四
巻
国
民
の
文
学

（
｜
）
近
代
篇
Ⅲ
』
猪
野
謙
二
他
編
岩
波
書
店
昭
和
別
年
１
月
別
日

（
漱
石
・
鴎
外
・
龍
之
介
Ⅲ
～
ｎ
頁
『
現
代
知
性
全
集
⑰
荒
正
人
集
』

収
録
日
本
書
房
昭
和
妬
年
３
月
妬
日
な
お
芥
川
龍
之
介
へ
の
言
及
は

『
岩
波
講
座
文
学
第
五
巻
国
民
の
文
学
（
二
）
近
代
篇
②
』
芥
川
龍
之
介

田
～
朋
頁
昭
和
別
年
２
月
即
日
に
よ
る
）

（
漱
石
・
鴎
外
・
竜
之
介
川
～
Ⅲ
頁
『
新
選
現
代
Ⅲ
本
文
学
全
集
胡
平
野

識
荒
正
人
高
橋
義
孝
小
田
切
秀
雄
集
』
収
録
筑
摩
害
房
昭
和
弱
年

７
月
胆
Ⅱ
）

（
漱
石
・
鴎
外
・
龍
之
介
川
１
冊
頁
『
荒
正
人
著
作
集
第
三
巻
市
民
文

学
論
』
収
録
一
二
一
苔
房
昭
和
則
年
４
月
別
日
）

川
副
国
基
さ
ん
し
ろ
う
［
三
四
郎
］
川
～
川
頁
『
日
本
文
学
辞
典
』
西

尾
實
・
久
松
港
一
編
学
生
社
昭
和
別
年
３
月
１
日

鈴
木
清
太
郎
漱
石
遠
景
９
～
皿
頁
「
夏
目
漱
石
全
集
第
９
巻
月
報
漱
石

山
房
第
９
汁
」
創
芸
社
昭
和
別
年
３
月
別
Ｈ

坂
本
浩
漱
石
・
鴎
外
の
位
置
閃
～
㈹
頁
「
文
学
」
第
皿
巻
４
号
岩
波

許
店
昭
和
別
年
４
月
川
日

（
漱
石
・
鴎
外
の
位
置
川
～
皿
頁
『
近
代
文
学
の
研
究
態
度
』
収
録
国

語
国
文
学
研
究
叢
壽
旧
南
雲
堂
桜
楓
社
昭
和
釿
年
皿
月
班
日
）

山
室
静
漱
石
の
『
そ
れ
か
ら
』
と
『
門
』
１
～
Ｍ
頁
「
近
代
文
学
」
第

９
巻
５
号
５
月
号
近
代
文
学
社
昭
和
別
年
５
月
１
日

（
作
品
論
漱
石
の
『
そ
れ
か
ら
』
と
『
門
』
皿
Ｉ
Ⅲ
頁
『
夏
目
漱
石
全

集
第
十
二
巻
漱
石
研
究
篇
』
収
録
荒
正
人
編
創
芸
社
昭
和
別
年
８
月

５
日
）

（
漱
石
の
『
そ
れ
か
ら
』
と
『
Ⅲ
』
川
～
Ｍ
頁
『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢

書
夏
目
漱
石
Ｉ
』
収
録
有
精
堂
出
版
昭
和
妬
年
１
月
筋
日
）

福
田
清
人
本
郷
・
上
野
剛
～
川
頁
／
山
の
手
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
Ⅲ
～
ｎ
頁

／
伊
豆
地
方
Ｍ
～
皿
頁
／
名
古
屋
皿
Ｉ
剛
頁
『
日
本
近
代
文
学
紀

行
東
部
篇
』
｜
時
間
文
庫
新
潮
社
昭
和
別
年
５
月
５
日

吉
田
孝
次
郎
漱
石
三
部
作
の
世
界
他
～
的
頁
「
文
学
」
第
皿
巻
５
号

岩
波
坪
店
昭
和
別
年
５
月
Ⅵ
日

荒
正
人
夏
目
漱
石
洲
～
剛
頁
［
三
川
郎
］
さ
ん
し
ろ
う
棚
～
Ⅲ
頁
『
近

代
日
本
文
学
辞
典
』
久
松
潜
一
・
吉
田
精
一
編
東
京
堂
出
版
昭
和
朗
年

５
川
刈
Ⅱ

佐
古
純
一
郎
漱
石
の
文
学
に
お
け
る
人
間
の
運
命
（
二
）
ｌ
愛
の
破
綻
躯
～

詔
頁
「
共
助
」
６
月
号
基
督
教
共
助
会
出
版
部
昭
和
別
年
６
月
１
日

（
Ⅱ
愛
の
破
綻
昭
１
茄
頁
『
漱
石
の
文
学
に
お
け
る
人
間
の
運
命
ｌ
マ
タ

イ
伝
一
六
章
二
六
節
の
講
解
１
Ｊ
収
録
一
古
堂
書
店
昭
和
訓
年
２
月
皿
日
）

（
第
一
部
漱
石
の
文
学
に
お
け
る
人
間
の
運
命
第
２
章
愛
の
破
綻
Ⅲ
～
銘

頁
『
近
代
Ⅱ
本
文
学
の
悲
劇
』
収
録
現
代
文
芸
社
昭
和
詔
年
Ⅲ
川
旧
且

（
漱
石
の
文
学
に
お
け
る
人
間
の
運
命
第
２
章
愛
の
破
綻
肥
～
別
頁
『
佐

古
純
一
郎
著
作
集
第
６
巻
』
収
録
春
秋
社
昭
和
妬
年
７
月
別
且

（
第
一
部
漱
石
の
文
学
に
お
け
る
人
間
の
運
命
第
２
章
愛
の
破
綻
Ⅲ
～
ｎ

頁
『
近
代
日
本
文
学
の
倫
理
的
探
究
新
装
版
』
収
録
審
美
社
昭
和
団

年
４
月
Ⅲ
日
）

（
第
一
部
漱
石
の
文
学
に
お
け
る
人
間
の
運
命
第
２
章
愛
の
破
綻
Ⅲ
～
ｎ

頁
『
夏
目
漱
石
論
』
収
録
審
美
社
昭
和
昭
年
４
月
肥
且

加



（
第
一
部
漱
石
の
文
学
に
お
け
る
人
間
の
運
命
第
２
章
愛
の
破
綻
別
～
釦

頁
『
漱
石
論
究
』
収
録
朝
文
社
平
成
２
年
５
月
妬
日
）

野
田
字
太
郎
９
「
三
四
郎
」
の
池
（
漱
石
）
岨
～
四
頁
『
東
京
文
学
散
歩

の
手
帖
』
的
場
書
房
昭
和
別
年
６
月
〃
日

（
９
「
三
四
郎
」
の
池
（
漱
石
）
四
～
旧
頁
『
東
京
文
学
散
歩
の
手
帖

一
九
五
五
年
版
』
収
録
学
風
書
院
昭
和
加
年
９
月
５
且

中
村
真
一
郎
解
説
ｌ
覚
書
風
に
耐
～
〃
頁
『
｜
一
一
四
郎
』
河
出
書
房
文
庫

河
出
書
房
昭
和
別
年
６
月
別
日

（
『
三
四
郎
』
閃
～
的
頁
『
近
代
文
学
へ
の
疑
問
』
収
録
勁
草
書
房

昭
和
妬
年
７
月
Ⅲ
且

（
『
三
四
郎
』
Ⅲ
～
ｎ
頁
『
明
治
作
家
論
』
収
録
構
想
社
昭
和
昭
年

４
月
妬
日
）

山
本
健
吉
「
三
四
郎
』
小
説
に
現
わ
れ
た
青
春
像
ｗ
Ｍ
Ｉ
〃
頁
「
文
芸
」

第
Ⅱ
巻
７
号
河
出
書
房
昭
和
別
年
７
月
１
日

（
「
三
四
郎
』
ｌ
夏
目
漱
石
作
門
～
皿
頁
『
小
説
に
描
か
れ
た
青
春
像
』

収
録
河
出
書
房
昭
和
釦
年
１
月
別
日
）

（
「
三
四
郎
』
ｌ
夏
目
漱
石
作
川
Ｉ
川
頁
『
山
本
健
吉
全
集
第
旧
巻
』
収

録
講
談
社
昭
和
的
年
３
月
即
日
）

福
田
清
人
鴎
外
と
小
倉
川
～
Ⅲ
頁
『
日
本
近
代
文
学
紀
行
西
部
篇
』
一

時
間
文
庫
新
潮
社
昭
和
別
年
７
月
５
日

太
田
文
平
自
作
品
に
現
わ
れ
た
寺
田
寅
彦
の
生
涯
連
載
第
四
回
五
、
大
学

時
代
六
、
大
学
院
時
代
“
～
砠
頁
「
電
機
」
１
９
５
４
年
７
月
号
第

円
号
日
本
電
機
工
業
会
昭
和
別
年
７
月
筋
日

（
自
作
品
に
現
わ
れ
た
寺
田
寅
彦
の
生
涯
第
六
章
大
学
院
時
代
乃
～
閖

頁
「
寺
田
寅
彦
の
生
涯
』
収
録
四
季
新
書
四
季
社
昭
和
訓
年
３
月
面

日
）（
第
二
部
自
作
品
に
現
わ
れ
た
寺
田
寅
彦
の
生
涯
大
学
院
時
代
川
～
町

頁
『
寺
田
寅
彦
ｌ
そ
の
世
界
と
人
間
像
１
Ｊ
収
録
都
市
出
版
社
昭
和
妬

年
５
月
別
且

福
原
鱗
太
郎
漱
石
に
つ
い
て
の
私
見
卿
～
〃
頁
「
英
語
青
年
」
第
Ⅲ
巻

８
号
８
月
号
総
号
第
１
２
６
６
号
研
究
社
出
版
昭
和
別
年
８
月
１
日

（
漱
石
に
つ
い
て
の
私
見
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
『
愚
者
の
知
恵
』
収
録
新
潮
社

昭
和
朗
年
６
月
別
且

（
文
学
の
世
界
漱
石
に
つ
い
て
の
私
見
肥
～
肌
頁
「
夏
目
漱
石
』
収
録

荒
竹
出
版
昭
和
佃
年
９
月
妬
且

（
Ⅱ
漱
石
に
つ
い
て
の
私
見
弧
～
朋
頁
『
福
原
鱗
太
郎
随
想
全
集
第
４

巻
学
問
の
す
が
た
』
収
録
福
武
書
店
昭
和
師
年
５
月
胆
日
）

福
田
清
人
一
一
一
四
郎
（
夏
目
漱
石
）
弱
～
開
頁
『
名
作
モ
デ
ル
物
語
』
朝

日
文
化
手
帖
〃
朝
日
新
聞
社
昭
和
別
年
ｎ
月
１
日

猪
野
謙
二
夏
目
漱
石
柵
１
Ｗ
頁
『
日
本
文
学
史
辞
典
』
近
藤
忠
義
編

日
本
評
論
社
昭
和
別
年
、
月
刈
日

長
谷
川
泉
三
四
郎
（
夏
目
漱
石
）
ｌ
現
代
文
の
鑑
賞
・
そ
の
旧
１
冊
Ｉ
別
頁

「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
第
咀
巻
ｎ
号
至
文
堂
昭
和
別
年
ｎ
月
１
日

（
夏
目
漱
石
三
四
郎
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
『
近
代
名
作
鑑
賞
初
版
』
収
録
至

文
堂
昭
和
紐
年
６
月
旧
旦

（
夏
目
漱
石
三
四
郎
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
『
近
代
名
作
鑑
賞
再
版
』
収
録
至

文
堂
昭
和
妬
年
８
月
筋
且

（
夏
目
漱
石
三
四
郎
Ⅲ
～
側
頁
『
近
代
名
作
鑑
賞
第
一
一
一
版
』
収
録

至
文
堂
昭
和
銘
年
５
月
旧
日
）

（
夏
目
漱
石
三
四
郎
Ⅲ
Ｉ
朋
頁
『
新
編
近
代
名
作
鑑
賞
第
四
版
』
収

’



録
至
文
堂
昭
和
蛆
年
５
月
刈
旦

（
夏
目
漱
石
三
四
郎
川
～
Ⅲ
頁
『
新
編
近
代
名
作
鑑
賞
一
一
一
契
機
説
鑑

賞
法
ｍ
則
の
実
例
第
五
版
』
収
録
至
文
堂
昭
和
蛆
年
６
月
旧
日
）

無
署
名
夏
目
漱
石
冊
～
ｄ
頁
『
角
川
写
真
文
庫
１
明
治
の
作
家
』
塩

田
良
平
監
修
角
川
書
店
昭
和
別
年
ｎ
月
旧
日

猪
野
謙
二
日
本
文
学
の
鑑
賞
の
た
め
に
ｌ
藤
村
と
漱
石
を
中
心
に
’
一
一
、
漱
石

の
『
そ
れ
か
ら
』
を
め
ぐ
っ
て
Ｍ
～
羽
頁
『
岩
波
講
座
文
学
の
創
造
と
鑑

賞
第
一
巻
文
学
の
鑑
賞
⑪
』
竹
内
好
他
編
岩
波
書
店
昭
和
別
年
Ⅱ
月

別
日（
漱
石
の
『
そ
れ
か
ら
』
Ⅲ
～
Ｍ
頁
『
日
本
文
学
の
近
代
と
現
代
』
収
録

未
来
社
昭
和
羽
年
Ⅱ
月
旧
且

（
『
そ
れ
か
ら
』
の
思
想
と
方
法
Ⅲ
Ｉ
Ⅲ
頁
『
明
治
の
作
家
』
収
録
岩

波
書
店
昭
和
ｕ
年
ｎ
月
別
且

（
夏
目
漱
石
集
Ⅲ
解
説
ｌ
「
三
四
郎
」
「
そ
れ
か
ら
」
ｌ
「
そ
れ
か
ら
」
に

つ
い
て
肥
～
ｕ
頁
『
日
本
近
代
文
学
大
系
第
茄
巻
夏
目
漱
石
集
Ⅲ
』
収
録

角
川
書
店
昭
和
卿
年
２
月
Ⅶ
且

（
「
三
囚
郎
」
と
「
そ
れ
か
ら
」
ｌ
「
認
識
者
」
の
文
学
・
そ
の
成
立
へ
の
道

程
Ｉ
「
そ
れ
か
ら
」
に
つ
い
て
Ⅲ
～
皿
頁
『
日
本
文
学
の
遠
近
Ｉ
』
収

録
未
来
社
昭
和
田
年
７
月
応
旦

荒
正
人
芸
術
家
・
漱
石
を
求
め
て
皿
～
ｎ
頁
「
群
像
」
第
９
巻
Ⅲ
号
Ⅲ

月
号
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
昭
和
別
年
皿
月
１
日

木
下
順
二
一
つ
の
感
想
５
～
６
頁
「
現
代
日
本
文
学
全
集
Ⅱ
夏
目
漱
石
集

月
報
皿
」
筑
摩
書
房
昭
和
別
年
ｎ
月
５
日

（
｜
っ
の
感
想
川
～
川
頁
『
増
補
決
定
版
日
本
文
学
全
集
Ⅲ
月
報
合
本
』

収
録
筑
摩
書
房
昭
和
帥
年
３
月
別
日
）

昭
和
別
年
二
九
五
五
）

渋
川
驍
夏
目
漱
石
と
帝
国
図
書
館
弧
～
Ⅳ
頁
「
読
書
春
秋
」
第
６
巻
１

月
号
国
立
国
会
図
書
館
内
春
秋
会
昭
和
釦
年
１
月
１
日

長
谷
川
泉
鴎
外
と
漱
石
の
小
説
虹
～
仙
頁
『
日
本
文
学
講
座
第
５
巻
日

本
の
小
説
Ⅱ
』
日
本
文
学
協
会
編
東
京
大
学
出
版
会
昭
和
別
年
２
月
Ⅲ

日

な
つ
め
そ
う
せ
き

坂
本
浩
第
一
一
部
実
地
篇
（
小
説
）
十
一
、
一
二
四
郎
夏
目
漱
石
川
～
川
頁

『
現
代
文
の
教
え
方
ｌ
中
学
高
校
の
先
生
の
た
め
に
１
Ｊ
至
文
堂
昭
和
加

年
４
月
妬
日

無
署
名
本
郷
～
上
野
～
小
石
川
２
～
四
頁
『
角
川
写
真
文
庫
東
京
文
学

散
歩
山
の
手
篇
』
野
田
字
太
郎
監
修
角
川
書
店
昭
和
別
年
６
月
皿
日

片
岡
良
一
あ
と
が
き
に
添
え
て
研
究
ノ
ー
ト
『
三
四
郎
』
剛
～
洲
頁
『
夏

目
漱
石
の
作
品
』
厚
文
社
昭
和
加
年
８
月
１
日

（
あ
と
が
き
に
添
え
て
研
究
ノ
ー
ト
『
三
四
郎
』
剛
～
珊
頁
「
夏
目
漱

石
の
作
品
』
収
録
鷺
の
宮
書
店
昭
和
岨
年
ｎ
月
別
日
）

（
あ
と
が
き
に
添
え
て
研
究
ノ
ー
ト
『
三
四
郎
』
〃
～
〃
頁
『
片
岡
良

一
著
作
集
第
九
巻
夏
目
漱
石
と
芥
川
龍
之
介
』
収
録
中
央
公
論
社
昭
和

閃
年
２
月
妬
日
）

無
署
名
【
日
本
映
画
紹
介
］
三
四
郎
仙
～
刷
頁
、
、
１
，
頁
「
キ
ネ
マ
旬

報
」
８
月
下
旬
号
第
剛
号
通
巻
Ⅲ
号
キ
ネ
マ
旬
報
社
昭
和
別
年
８

月
阻
日

内
田
百
間
一
一
一
四
郎
解
説
川
～
Ⅲ
頁
『
三
四
郎
夏
目
漱
石
』
春
陽
堂
文

庫
春
陽
堂
書
店
昭
和
訓
年
８
月
別
日

無
署
名
明
治
時
代
五
反
自
然
主
義
Ｉ
森
鴎
外
と
夏
目
漱
石
Ⅲ
１
Ⅲ
頁

『
文
学
五
十
年
』
片
岡
良
一
・
中
島
健
蔵
監
修
荒
正
人
・
太
田
三
郎
・
村

－１－－
￣



松
定
孝
編
時
事
通
信
社
昭
和
加
年
９
月
ｎ
日

十
返
肇
映
画
化
さ
れ
た
漱
石
文
学
「
三
四
郎
」
と
「
こ
こ
ろ
」
に
つ
い
て
Ｉ

Ｍ
Ｉ
朗
頁
「
キ
ネ
マ
旬
報
」
ｎ
月
上
旬
号
第
Ⅲ
号
通
巻
州
号
キ
ネ

マ
旬
報
社
昭
和
訓
年
、
月
１
日

近
田
千
造
日
本
映
画
批
評
三
四
郎
Ｍ
Ｉ
Ｗ
頁
同
右

本
多
顕
彰
夏
目
漱
石
論
川
～
Ⅲ
頁
『
明
治
の
作
家
た
ち
Ⅱ
現
代
作
家
論

叢
書
②
』
中
島
健
蔵
・
伊
藤
整
・
小
田
切
秀
雄
・
荒
正
人
編
英
宝
社
昭
和

加
年
加
月
別
日

稲
垢
一
達
郎
〈
動
向
》
最
近
の
明
治
文
学
映
画
肌
～
朋
頁
「
文
学
」
第
昭

巻
ｎ
号
岩
波
書
店
昭
和
訓
年
ｎ
月
ｎ
日

（
数
禰
の
明
治
文
学
映
画
Ⅲ
～
珊
頁
『
稲
垣
達
郎
学
芸
文
集
二
』
収
録

筑
摩
書
房
昭
和
印
年
４
月
別
且

久
野
眞
吉
漱
石
文
学
に
お
け
る
女
性
像
の
展
開
川
１
Ｍ
頁
「
宮
城
学
院
女

子
大
学
研
究
論
文
集
」
第
８
号
宮
城
学
院
女
子
大
学
文
化
学
会
昭
和
別

年
Ⅱ
月
面
日

伊
藤
整
解
説
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
『
日
本
国
氏
文
学
全
集
第
皿
巻
漱
石
名
作
集
』

河
出
評
房
昭
和
訓
年
Ⅱ
月
妬
日

江
藤
淳
夏
目
漱
石
論
（
下
）
ｌ
漱
石
の
位
置
に
つ
い
て
’
四
・
五
釦
～
皿
頁

「
三
田
文
学
」
第
妬
巻
ｎ
号
ｎ
月
号
一
一
一
田
文
学
会
昭
和
帥
年
Ⅲ
月
１

日

（
第
八
章
神
の
不
在
と
文
明
批
評
的
曲
（
型
別
～
肌
頁
「
夏
目
漱
石
』
収
録

東
京
ラ
イ
フ
社
昭
和
別
年
、
月
邪
且

（
第
八
章
神
の
不
在
と
文
明
批
評
的
典
型
肥
～
Ⅲ
頁
『
夏
目
漱
石
』
収
録

ミ
リ
オ
ン
ブ
ッ
ク
ス
学
芸
評
論
昭
和
弱
年
２
月
、
且

（
第
八
章
神
の
不
在
と
文
明
批
評
的
典
型
別
～
朋
頁
『
夏
目
漱
石
増
補

版
』
収
録
勁
草
書
房
昭
和
佃
年
６
月
ｎ
日
）

（
第
一
部
漱
石
の
位
置
に
つ
い
て
第
八
章
神
の
不
在
と
文
明
批
評
的
典
型

別
～
肥
頁
『
江
藤
淳
著
作
集
１
漱
石
論
』
収
録
講
談
社
昭
和
蛆
年
７

月
肥
日
）

（
第
一
部
漱
石
の
位
置
に
つ
い
て
第
八
章
神
の
不
在
と
文
明
批
評
的
典
型

別
～
帥
頁
『
夏
目
漱
石
』
収
録
講
談
社
文
庫
講
談
社
昭
和
妬
年
７
月

１
日
）

（
第
一
部
漱
石
の
位
置
に
つ
い
て
第
八
章
神
の
不
在
と
文
明
批
評
的
典
型

、
～
ｎ
頁
『
決
定
版
夏
目
漱
石
』
収
録
新
潮
社
昭
和
卿
年
ｎ
月
妬
且

（
第
一
部
漱
石
の
位
置
に
つ
い
て
第
八
章
神
の
不
在
と
文
明
批
評
的
典
型

内
～
朗
頁
『
決
定
版
夏
目
漱
石
』
収
録
新
潮
文
庫
新
潮
社
昭
和
別
年

７
月
筋
日
）

（
Ｉ
夏
目
漱
石
第
一
部
漱
石
の
位
置
に
つ
い
て
第
八
章
神
の
不
在
と
文
明

批
評
的
典
型
岡
～
㈹
頁
『
新
編
江
藤
淳
文
学
集
成
Ｉ
夏
目
漱
石
論
集
』

収
録
河
出
書
房
新
社
昭
和
弱
年
Ⅱ
月
刈
日
）

稲
垣
達
郎
第
一
序
編
一
、
鴎
外
の
生
涯
７
文
壇
再
帰
肥
～
〃
頁
『
森

鴎
外
』
学
燈
文
庫
学
燈
社
昭
和
訓
年
ｎ
月
旧
日

昭
和
訓
年
二
九
五
六
）

平
野
謙
暗
い
漱
石
Ｈ
剛
～
川
頁
「
群
像
」
第
Ⅱ
巻
１
号
大
日
本
雄
弁
会

講
談
社
昭
和
別
年
１
月
１
日

暗
い
漱
石
ロ
別
’
昭
頁
「
群
像
」
第
ｎ
巻
２
号
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

昭
和
別
年
２
月
１
日

（
夏
目
漱
石
Ⅲ
～
班
頁
『
芸
術
と
実
生
活
』
収
録
大
日
本
雄
弁
会
講
談

社
昭
和
調
年
１
月
砠
旦
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（
夏
目
漱
石
Ｉ
Ⅲ
～
川
頁
『
芸
術
と
実
生
活
』
収
録
講
談
社
ミ
リ
オ
ン
・

ブ
ッ
ク
ス
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
昭
和
調
年
、
月
刈
日
）

（
夏
目
漱
石
Ｉ
肌
～
川
頁
『
芸
術
と
実
生
活
』
収
録
新
潮
文
庫
新
潮

社
昭
和
胡
年
４
月
５
日
）

（
夏
目
漱
石
川
～
川
頁
『
平
野
謙
全
集
第
二
巻
』
収
録
新
潮
社
昭
和

別
年
２
月
妬
且

柴
田
宵
曲
藻
塩
草
巴
里
の
鰹
節
６
～
７
頁
「
日
本
古
書
通
信
」
第
Ⅲ

巻
１
号
通
号
川
号
復
刊
Ⅲ
号
日
本
古
書
通
信
社
昭
和
Ⅲ
年
１
月
旧
日

（
巴
里
の
鰹
節
Ⅳ
～
泌
頁
『
漱
石
覚
え
害
』
収
録
日
本
古
書
通
信
社

昭
和
胡
年
Ⅱ
月
加
且

木
村
毅
名
作
小
説
と
モ
デ
ル
五
、
漱
石
の
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
ｌ
明
治
三
十
年

代
１
町
～
醐
頁
『
青
年
の
夢
』
洋
々
社
昭
和
ｎ
年
１
月
加
日

無
署
名
一
一
一
四
郎
さ
ん
し
ろ
う
【
一
一
一
四
郎
・
夏
目
漱
石
］
川
～
川
頁
『
日

本
文
学
作
品
人
名
辞
典
』
吉
田
精
一
・
市
古
貞
次
・
三
谷
栄
一
編
河
出
書
房

昭
和
ｎ
年
２
月
旧
日

井
上
百
合
子
「
そ
れ
か
ら
』
の
位
相
９
～
旧
頁
「
日
本
女
子
大
学
紀
要
文
学

部
」
第
５
号
日
本
女
子
大
学
文
学
部
昭
和
別
年
２
月

（
『
そ
れ
か
ら
』
の
位
相
剛
～
測
頁
『
夏
日
漱
石
試
論
Ｉ
近
代
文
学
ノ
ー
ト
』

収
録
河
出
書
房
新
社
平
成
２
年
４
月
別
日
）

桑
原
三
郎
三
重
吉
研
究
ノ
ー
ト
⑤
漱
石
の
教
訓
（
妬
歳
Ｉ
町
歳
）
Ⅲ
～
Ⅲ

頁
「
新
文
明
」
第
６
巻
３
号
３
月
号
「
新
文
明
」
発
行
所
昭
和
別
年

３
月
１
日

今
井
文
男
迷
え
る
羊
ｌ
『
一
二
四
郎
』
に
お
け
る
一
つ
の
表
現
分
析
昭
～
妬

頁
「
金
城
国
文
」
第
２
巻
４
号
金
城
学
院
大
学
国
文
学
会
昭
和
Ⅲ
年
３

月
四
日

槌
田
満
文
本
郷
・
湯
島
肥
～
皿
頁
『
文
学
東
京
案
内
』
槌
田
満
文
編
著

緑
地
社
昭
和
別
年
３
月
別
日

景
山
直
治
「
ベ
ー
コ
ン
の
二
十
三
頁
」
ｌ
漱
石
の
い
た
ず
ら
に
つ
い
て
別
～

皿
頁
「
解
釈
」
第
２
巻
５
号
解
釈
学
会
昭
和
訓
年
５
月
１
日

（
「
ベ
ー
コ
ン
の
二
十
三
頁
」
ｌ
漱
石
の
い
た
ず
ら
に
つ
い
て
田
～
Ｍ
頁
『
シ

リ
ー
ズ
文
学
④
夏
目
漱
石
森
鴎
外
の
文
学
』
収
録
解
釈
学
会
編
教
育
出
版

セ
ン
タ
ー
昭
和
蛆
年
３
月
即
日
）

さ
ん
し
ろ
う
な
つ
め
そ
う
せ
き

無
署
名
小
説
二
一
四
郎
夏
目
漱
石
弧
～
〃
頁
『
日
本
の
名
著
』
角
川
新

書
門
角
川
書
店
編
角
川
書
店
昭
和
別
年
５
月
別
日

時
野
谷
勝
三
四
郎
さ
ん
し
ろ
う
別
～
別
頁
『
日
本
名
著
辞
典
』
ア
テ

ネ
文
庫
咄
弘
文
堂
昭
和
別
年
６
月
別
日

小
宮
豊
隆
解
説
川
～
皿
頁
『
漱
石
全
集
第
七
巻
三
四
郎
』
新
評
版

岩
波
書
店
昭
和
別
年
６
月
即
日

大
竹
新
助
本
の
中
に
あ
る
風
景
⑧
夏
目
漱
石
『
三
四
郎
』
「
図
書
新
聞
」

第
捌
号
図
書
新
聞
社
昭
和
別
年
７
月
Ｍ
日
〔
土
曜
且

（
夏
目
漱
石
『
三
四
郎
』
旧
～
四
頁
『
写
真
・
文
学
散
歩
１
本
の
中
に
あ

る
風
旱
早
Ｊ
収
録
現
代
教
養
文
庫
Ⅲ
社
会
思
想
研
究
会
出
版
部
昭
和
釦

年
９
月
旧
日
）

大
島
田
人
「
｜
一
一
四
郎
の
注
釈
」
ｌ
「
ダ
ー
タ
ー
フ
ァ
ブ
ラ
」
と
「
ハ
イ
ド
リ
ォ

タ
フ
ヒ
ァ
」
１
１
１
３
頁
「
解
釈
」
第
２
巻
８
号
解
釈
学
会
昭
和

別
年
８
月
１
日

（
「
三
四
郎
の
注
釈
」
ｌ
「
ダ
ー
タ
ー
フ
ァ
ブ
ラ
」
と
「
ハ
イ
ド
リ
ォ
タ
フ
ヒ
ァ
」

Ｉ
Ｍ
Ｉ
旧
頁
『
シ
リ
ー
ズ
文
学
④
夏
目
漱
石
森
鴎
外
の
文
学
』
収
録
解

釈
学
会
編
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
昭
和
佃
年
３
月
別
日
）

塩
谷
賛
作
品
解
題
「
三
四
郎
」
皿
～
川
頁
『
新
版
夏
目
漱
石
作
品
集
別
巻

十一一一



夏
目
漱
石
事
典
』
東
京
創
元
社
昭
和
別
年
８
月
別
日

景
山
直
治
漱
石
文
学
の
解
釈
法
Ｉ
「
三
四
郎
」
を
例
と
し
て
１
１
～
２
頁

「
解
釈
」
第
２
巻
９
号
解
釈
学
会
昭
和
別
年
９
月
１
日

（
漱
石
文
学
の
解
釈
法
ｌ
「
三
四
郎
」
を
例
と
し
て
’
四
～
加
頁
『
シ
リ
ー

ズ
文
学
④
夏
目
漱
石
森
鴎
外
の
文
学
』
収
録
解
釈
学
会
編
教
育
出
版
セ
ン

タ
ー
昭
和
組
年
３
月
別
且

稲
垣
達
郎
鴎
外
の
現
代
小
説
に
つ
い
て
別
Ｉ
別
頁
「
国
文
学
解
釈
と
教
材

の
研
究
」
第
１
巻
４
号
皿
月
号
学
燈
社
昭
和
剖
年
９
月
加
日

（
鴎
外
の
現
代
小
説
川
～
Ⅷ
頁
『
稲
垣
達
郎
学
芸
文
集
二
』
収
録
筑
摩

書
房
昭
和
印
年
４
月
別
日
）

福
原
麟
太
郎
随
想
三
四
郎
日
和
「
読
売
新
聞
」
夕
刊
第
２
８
６
７
９
号

読
売
新
聞
社
昭
和
ｎ
年
９
月
皿
日
〔
土
曜
日
〕

（
三
四
郎
日
和
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
『
中
流
人
の
幸
福
』
収
録
角
川
新
書
角
川

書
店
昭
和
釦
年
１
月
別
且

（
三
四
郎
日
和
皿
１
Ｍ
頁
『
天
才
に
つ
い
て
』
収
録
毎
日
新
聞
社
昭

和
卿
年
５
月
５
且

（
三
四
郎
日
和
川
～
ｎ
頁
『
夏
目
漱
石
』
収
録
荒
竹
出
版
昭
和
岨
年

９
月
閉
日
）

太
田
三
郎
漱
石
「
倫
敦
塔
」
の
構
成
昭
１
妬
頁
「
ｍ
Ｋ
Ｆ
『
シ
ヱ
（
シ
ル
ヴ
ァ

ン
）
」
英
米
文
学
研
究
誌
第
２
号
シ
ル
ヴ
ァ
ン
同
人
会
昭
和
Ⅲ
年
ｎ
月

別
日

長
谷
川
泉
三
四
郎
〃
～
羽
頁
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
第
Ⅲ
巻
ｎ
号

至
文
堂
昭
和
剖
年
囮
月
１
日

吉
田
精
―
漱
石
と
鴎
外
ｌ
「
三
四
郎
」
と
「
青
年
」
を
中
心
に
し
て
１
８
～

ｎ
頁
同
右

（
Ⅲ
鴎
外
と
漱
石
ｌ
漱
石
と
鴎
外
ｌ
「
三
四
郎
」
と
「
青
年
」
を
中
心
に
し

て
ｌ
畑
～
測
頁
『
吉
田
精
一
著
作
集
第
四
巻
鴎
外
・
漱
石
』
収
録
桜

楓
社
昭
和
別
年
３
月
ｎ
日
）

塩
田
良
平
孤
独
の
発
生
’
一
一
一
四
郎
・
そ
れ
か
ら
・
門
’
昭
～
〃
頁
「
国
文

学
解
釈
と
鑑
賞
」
第
Ⅲ
巻
ｎ
号
至
文
堂
昭
和
訓
年
皿
月
１
日

（
『
三
四
郎
』
『
そ
れ
か
ら
』
『
門
』
ｌ
孤
独
の
発
生
羽
～
〃
頁
『
夏
目
漱

石
研
究
作
家
研
究
叢
書
』
収
録
伊
藤
整
編
新
潮
社
昭
和
調
年
６
月
５

日
）

成
瀬
正
勝
漱
石
の
初
期
作
品
に
つ
い
て
９
１
ｕ
頁
「
国
文
学
解
釈
と
教
材

の
研
究
」
第
１
巻
６
号
Ⅲ
月
号
学
燈
社
昭
和
別
年
皿
月
別
日

片
岡
良
一
漱
石
の
中
期
作
品
に
つ
い
て
旧
～
皿
頁
同
右

小
林
英
夫
漱
石
の
文
体
に
つ
い
て
妬
～
別
頁
同
右

小
田
島
哲
哉
三
四
郎
〃
～
両
頁
同
右

岡
崎
義
恵
漱
石
の
作
風
の
展
開
２
～
８
頁
同
右

（
漱
石
の
作
風
の
展
開
〃
～
川
頁
『
岡
崎
義
恵
著
作
集
９
近
代
日
本
の

小
説
』
収
録
宝
文
館
出
版
昭
和
弘
年
６
月
別
且

八
田
尚
之
（
脚
色
）
『
夏
目
漱
石
の
三
四
郎
』
１
～
朋
頁
東
宝
シ
ナ
リ
オ

選
集
昭
和
加
年
制
作
配
給
東
宝
発
行
年
月
日
記
載
な
し

昭
和
朗
年
二
九
五
七
）

清
水
茂
二
葉
亭
・
漱
石
・
鴎
外
ｌ
『
煤
煙
』
事
件
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）
皿
～
朋

頁
、
皿
ｌ
田
頁
「
日
本
文
学
」
第
６
巻
３
号
日
本
文
学
協
会
編
未
来

社
昭
和
鉋
年
３
月
１
日

二
葉
亭
・
漱
石
・
鴎
外
ｌ
『
煤
煙
』
事
件
を
め
ぐ
っ
て
（
中
）
Ⅱ
～
Ⅳ
頁
「
日

本
文
学
」
第
６
巻
４
号
日
本
文
学
協
会
編
未
来
社
昭
和
釦
年
４
月
１
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日一
一
葉
亭
・
漱
石
・
鴎
外
ｌ
『
煤
煙
』
事
件
を
め
ぐ
っ
て
（
下
）
印
１
冊
頁
「
日

本
文
学
」
第
６
巻
５
号
日
本
文
学
協
会
編
未
来
社
昭
和
釦
年
６
月
１

日

柴
田
宵
曲
藻
塩
草
兄
妹
の
画
４
１
４
頁
「
日
本
Ｉ
古
聿
曰
通
信
」
第
皿
巻

５
号
通
号
捌
号
復
刊
第
〃
号
日
本
古
書
通
信
社
昭
和
釦
年
５
月
砠
日

（
兄
妹
の
画
刀
～
泊
頁
『
漱
石
覚
え
書
』
収
録
日
本
古
書
通
信
社
昭

和
銘
年
、
月
加
旦

佐
佐
木
一
雄
自
然
主
義
と
対
立
す
る
一
派
ｌ
漱
石
・
子
規
・
三
重
吉
そ
の
他
ｌ

夏
目
漱
石
（
金
之
助
）
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
『
近
代
小
説
史
』
寧
楽
書
房
昭
和

釦
年
７
月
、
日

山
本
健
吉
・
中
村
光
夫
・
平
林
た
い
子
・
梅
崎
春
生
鴎
外
と
漱
石
文
学
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
第
８
回
川
Ｉ
川
頁
「
婦
人
公
論
」
第
姐
巻
８
号
中
央
公
論
社

昭
和
釦
年
８
月
１
日

成
瀬
正
勝
夏
目
漱
石
の
場
合
三
部
作
両
～
柘
頁
『
近
代
日
本
文
学
史
』

角
川
全
書
別
成
瀬
正
勝
編
角
川
書
店
昭
和
釦
年
皿
月
加
日

荒
正
人
漱
石
の
生
涯
最
盛
期
時
代
Ⅲ
～
別
頁
／
漱
石
の
作
品
三
四

郎
Ｍ
Ｉ
Ｍ
頁
／
そ
れ
か
ら
Ⅲ
～
川
頁
／
門
川
～
川
頁
／
こ
こ

ろ
・
道
草
Ⅲ
～
佃
頁
『
現
代
作
家
論
全
集
第
三
巻
夏
目
漱
石
』
五
月

書
房
昭
和
弛
年
ｎ
月
西
日

漱
石
の
文
学
別
～
剛
頁
同
右

（
漱
石
文
学
の
魅
力
川
～
川
頁
『
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
第
５
巻
夏
目
漱

石
』
収
録
伊
藤
整
編
角
川
書
店
昭
和
調
年
８
月
５
日
）

（
荒
正
人
集
夏
目
漱
石
論
川
～
Ⅲ
頁
『
新
選
現
代
日
本
文
学
全
集
胡
平

野
謙
・
荒
正
人
・
高
橋
義
孝
・
小
田
切
秀
雄
集
』
収
録
筑
摩
書
房
昭
和
弱

昭
和
調
年
二
九
五
八
）

高
橋
恵
子
「
三
四
郎
」
に
お
け
る
美
禰
子
呵
～
詔
頁
「
ふ
じ
」
第
７
号

藤
女
子
短
期
大
学
昭
和
詔
年
３
月
１
日

井
上
百
合
子
第
七
章
漱
石
と
理
想
主
義
皿
～
Ｍ
頁
『
近
代
日
本
文
学
史

論
』
成
瀬
正
勝
・
吉
田
精
一
監
修
矢
島
書
房
昭
和
詔
年
４
月
加
日

（
漱
石
と
理
想
主
義
皿
１
Ｍ
頁
『
夏
目
漱
石
試
論
ｌ
近
代
文
学
ノ
ー
ト
』

年
７
月
砠
旦

（
第
四
章
漱
石
の
文
学
川
～
Ⅲ
頁
『
評
伝
夏
目
漱
石
』
収
録
実
業
之
日

本
社
昭
和
弱
年
７
月
別
且

（
荒
正
人
集
夏
目
漱
石
論
晒
～
川
頁
『
日
本
現
代
文
学
全
集
Ｗ
平
野
謙
・

本
多
秋
五
・
荒
正
人
・
佐
々
木
基
一
・
小
田
切
秀
雄
集
』
収
録
講
談
社
昭

和
佃
年
６
月
四
日
）

（
第
四
章
漱
石
の
文
学
川
～
捌
頁
『
評
伝
夏
目
漱
石
作
品
と
作
家
研
究

増
補
新
版
』
収
録
実
業
之
日
本
社
昭
和
蛆
年
、
月
砠
且

（
夏
目
漱
石
の
文
学
的
～
川
頁
『
皿
冊
の
本
６
近
代
の
文
学
』
収
録

井
上
靖
・
臼
井
吉
見
編
主
婦
の
友
社
昭
和
型
年
２
月
５
且

（
荒
正
人
集
夏
目
漱
石
の
文
学
川
～
捌
頁
『
現
代
日
本
文
学
大
系
刃
本

多
秋
五
・
平
野
謙
・
荒
正
人
・
埴
谷
雄
高
・
小
田
切
秀
雄
集
』
収
録
筑
摩
書

房
昭
和
卿
年
６
月
別
日
）

（
荒
正
人
集
夏
目
漱
石
論
Ⅲ
～
剛
頁
『
増
補
決
定
版
現
代
日
本
文
学
全

集
補
巻
珊
平
野
謙
・
荒
正
人
・
高
橋
義
孝
・
小
田
切
秀
雄
集
』
収
録
筑
摩
書

一房）

熊
坂
敦
子
漱
石
と
自
然
主
義
胡
～
仙
頁
「
日
本
女
子
大
学
紀
要
文
学
部
」

第
７
号
日
本
女
子
大
学
文
学
部
昭
和
犯
年
ｎ
月
別
日

劃



収
録
河
出
書
房
新
社
平
成
２
年
４
月
別
且

臼
井
吉
見
解
説
畑
～
Ⅲ
頁
（
『
三
四
郎
』
に
つ
い
て
畑
～
咄
頁
）
『
現

代
日
本
文
学
全
集
筋
夏
目
漱
石
集
（
一
二
）
』
（
草
枕
一
一
一
四
郎
門
行
人
ス

ヰ
ス
ト
と
厭
世
文
学
所
収
）
筑
摩
書
房
昭
和
羽
年
４
月
加
日

無
署
名
一
二
四
郎
（
さ
ん
し
ろ
う
）
〃
～
氾
頁
『
岩
波
小
辞
典
日
本
文
学
ｌ

近
代
ｌ
』
片
岡
良
一
編
岩
波
書
店
昭
和
詔
年
６
月
、
日

熊
坂
敦
子
「
三
四
郎
」
の
世
界
「
国
語
」
一
一
、
第
九
単
元
、
～
祀
頁
「
国

語
通
信
」
第
６
号
特
集
小
説
学
習
日
本
書
院
昭
和
詔
年
６
月
⑪
日

岡
林
清
水
夏
目
漱
石
研
究
ｌ
漱
石
の
写
実
主
義
に
つ
い
て
ｌ
Ⅳ
～
別
頁

「
高
知
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
」
第
皿
号
高
知
大
学
教
育
学
部
昭
和

鍋
年
６
月
別
日

ス
ト
レ
イ
シ
ケ

福
田
清
人
「
一
二
四
郎
」
Ⅲ
～
〃
頁
／
花
と
女
Ｍ
１
川
頁
／
迷
羊

川
～
汕
頁
／
「
そ
れ
か
ら
」
川
～
川
頁
『
夏
目
漱
石
読
本
そ
の
生
涯

と
作
品
』
福
田
清
人
編
学
習
研
究
社
昭
和
羽
年
７
月
加
日

ス
ト
レ
イ
シ
ー
プ

（
「
一
二
四
郎
」
川
～
川
頁
／
花
と
女
Ⅶ
～
川
頁
／
迷
羊
柵
～
皿

頁
／
「
そ
れ
か
ら
」
川
～
川
頁
『
夏
目
漱
石
の
人
と
作
品
』
収
録
福

田
清
人
編
学
習
研
究
社
昭
和
羽
年
７
月
⑭
旦

伊
藤
整
本
文
お
よ
び
作
品
鑑
賞
三
四
郎
皿
～
Ⅲ
頁
『
近
代
文
学
鑑
賞
講

座
第
５
巻
夏
目
漱
石
』
伊
藤
整
編
角
川
書
店
昭
和
調
年
８
月
５
日

吉
田
精
｜
漱
石
文
学
の
出
典
畑
～
捌
頁
同
右

長
谷
川
泉
漱
石
文
学
の
背
景
川
～
川
頁
同
右

（
漱
石
文
学
の
背
景
川
～
捌
頁
「
近
代
日
本
文
学
の
展
望
』
収
録
至
文

堂
昭
和
弱
年
２
月
Ⅷ
日
）

本
田
司
「
文
学
作
品
に
於
け
る
構
成
の
問
題
』
ｌ
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
劇
と
夏
目

漱
石
の
作
品
Ｉ
閲
１
朗
頁
「
八
幡
大
学
論
集
」
第
９
巻
１
号
八
幡
大

昭
和
弘
年
二
九
五
九
）

無
署
名
三
四
郎
（
夏
目
漱
石
）
弧
～
師
頁
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
近
代

名
作
モ
デ
ル
事
典
」
第
型
巻
４
号
至
文
堂
昭
和
弘
年
３
月
５
日

井
上
百
合
子
夏
目
漱
石
と
英
文
学
Ⅶ
～
祀
頁
「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研

究
」
第
４
巻
５
号
４
月
号
学
燈
社
昭
和
弧
年
３
月
加
日

（
漱
石
と
英
文
学
筋
～
乃
頁
『
夏
目
漱
石
試
論
ｌ
近
代
文
学
ノ
ー
ト
』
収

録
河
出
書
房
新
社
平
成
２
年
４
月
別
日
）

吉
田
精
一
解
説
Ｗ
～
剛
頁
『
森
鴎
外
全
集
第
二
巻
』
筑
摩
書
房
昭
和

弘
年
４
月
旧
日

（
解
説
抑
～
捌
頁
『
森
鴎
外
全
集
第
二
巻
』
収
録
筑
摩
全
集
類
聚
筑

摩
書
房
昭
和
妬
年
５
月
５
旦

熊
坂
敦
子
夏
目
漱
石
『
一
一
一
四
郎
』
の
三
四
郎
と
美
禰
子
閃
～
田
頁
「
国
文

学
法
経
学
会
昭
和
詔
年
皿
月
砠
日

福
原
麟
太
郎
英
語
教
師
の
挑
戦
ｌ
わ
が
豊
か
な
「
天
賦
の
職
」
に
悔
い
な
し
Ｉ

Ⅲ
～
Ⅲ
頁
「
別
冊
文
芸
春
秋
」
第
肺
号
文
芸
春
秋
新
社
昭
和
泌
年
ｎ

月
〃
日

（
人
間
英
語
教
師
の
挑
戦
Ⅲ
～
皿
頁
『
本
棚
の
前
の
椅
子
』
収
録
文

芸
春
秋
新
社
昭
利
鈍
年
５
月
邪
且

（
本
棚
の
前
の
椅
子
英
語
教
師
の
挑
戦
刑
～
柵
頁
『
福
原
麟
太
郎
著
作

集
５
随
筆
Ｉ
旅
・
人
』
収
録
研
究
社
出
版
昭
和
佃
年
ｎ
月
妬
日
）

（
文
学
の
世
界
英
語
教
師
の
挑
戦
川
～
Ⅲ
頁
『
夏
目
漱
石
』
収
録
荒

竹
出
版
昭
和
妃
年
９
月
妬
且

長
谷
川
泉
鵺
外
と
漱
石
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
『
近
代
日
本
文
学
ｌ
鑑
賞
か
ら
研
究
へ

‐
』
明
治
書
院
昭
和
調
年
皿
月
刈
日

土
〆、



昭
和
駈
年
二
九
六
○
）

熊
坂
敦
子
三
四
郎
（
夏
目
漱
石
）
Ⅲ
１
Ｗ
頁
『
近
代
文
学
名
作
モ
デ
ル
事

典
』
吉
田
精
一
編
至
文
堂
昭
和
弱
年
１
月

瀬
沼
茂
樹
三
四
郎
（
一
九
○
八
）
川
～
町
頁
『
世
界
名
著
大
事
典
第
４
巻

コ
ー
サ
ン
』
平
凡
社
昭
和
弱
年
２
月
別
日

（
三
四
郎
（
一
九
○
八
）
川
～
別
頁
『
世
界
名
著
大
事
典
第
４
巻
コ
ー
サ

ン
オ
リ
ジ
ナ
ル
新
版
』
収
録
平
凡
社
昭
和
他
年
６
月
別
日
）

瀬
沼
茂
樹
三
四
郎
（
一
九
○
八
）
刑
～
珊
頁
『
日
本
名
著
大
事
典
第
２
巻
』

平
凡
社
昭
和
調
年
４
月
班
日

小
松
伸
六
（
解
説
）
／
細
江
英
公
（
撮
影
）
ロ
マ
ン
ヘ
の
い
ざ
な
い
夏
目

漱
石
作
三
四
郎
Ⅲ
１
Ｍ
頁
「
若
い
女
性
」
第
６
巻
６
号
講
談
社

昭
和
刑
年
５
月
１
日

山
本
健
吉
三
四
郎
の
初
恋
と
失
恋
：
…
・
名
作
「
一
一
一
四
郎
」
は
こ
う
し
て
生
れ
た

学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
第
４
巻
６
号
５
月
号
学
燈
社
昭
和
弘
年
４
月

別
日

稲
垣
達
郎
森
鴎
外
「
青
年
』
の
小
泉
純
一
他
～
船
頁
同
右

柴
田
宵
曲
「
藻
塩
草
」
飛
行
機
４
～
５
頁
「
日
本
古
書
通
信
」
第
Ⅲ
巻

５
号
通
巻
刑
号
復
刊
第
Ⅲ
号
日
本
古
書
通
信
社
昭
和
弘
年
５
月
旧
日

福
田
清
人
近
代
小
説
に
描
か
れ
た
人
間
像
第
一
節
青
春
像
川
～
川
頁

『
近
代
の
日
本
文
学
史
』
春
歩
堂
昭
和
弘
年
Ⅱ
月
５
日

岩
上
順
一
理
想
と
現
実
の
文
学
文
鳥
Ｍ
～
剖
頁
／
三
四
郎
冊
～
川
頁

／
永
日
小
品
Ⅲ
～
川
頁
／
そ
れ
か
ら
Ⅲ
～
皿
頁
／
門
皿
～
川
頁

／
漱
石
文
学
の
頂
点
彼
岸
過
迄
川
～
朋
頁
／
明
暗
Ⅲ
～
皿
頁

「
漱
石
入
門
』
中
央
公
論
社
昭
和
弘
年
ｎ
月
８
日

Ⅲ
～
Ⅲ
頁
同
右

添
田
知
道
三
囚
郎
Ⅲ
～
皿
頁
『
縮
冊
日
本
文
学
全
集
第
７
巻
近
代
・
後
期

小
説
篇
』
塩
田
良
平
・
福
田
清
人
編
日
本
週
報
社
昭
和
弱
年
６
月
１
日

福
田
清
人
近
代
後
期
小
説
篇
解
説
灯
～
Ⅲ
頁
同
右

安
藤
美
登
里
夏
目
漱
石
評
伝
ｌ
近
代
文
学
研
究
叢
書
資
料
二
百
五
十
八
篇

四
、
文
学
活
動
５
、
三
四
郎
・
そ
れ
か
ら
・
門
妬
～
妬
頁
「
学
苑
」

第
加
号
昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
昭
和
弱
年
６
月
１
日

（
一
一
一
、
業
績
八
、
長
篇
小
説
㈹
～
船
頁
『
近
代
文
学
研
究
叢
井
第
Ⅳ
巻

夏
目
漱
石
・
塚
原
澁
柿
園
・
三
富
朽
葉
・
佐
々
醒
雪
・
プ
レ
ィ
フ
ェ
ァ
』
収
録

人
見
圓
吉
箸
昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
昭
和
弧
年
８
月
即
日
）

吉
田
精
一
解
説
剛
～
棚
頁
／
注
釈
三
四
郎
捌
～
川
頁
『
漱
石
全
集

第
六
巻
三
四
郎
他
』
伊
藤
整
・
吉
田
精
一
編
角
川
書
店
昭
和
弱
年
６

月
妬
日

（
解
説
川
～
川
頁
／
注
釈
三
四
郎
伽
～
Ⅲ
頁
『
夏
目
漱
石
全
集
第

六
巻
三
四
郎
他
』
収
録
江
藤
淳
・
吉
田
精
一
編
角
川
書
店
昭
和
咄
年

皿
月
砠
Ｈ
）

作
品
論
耐
～
Ⅲ
頁
『
漱
石
全
集
第
六
巻
三
川
郎
他
』
伊
藤
整
・
吉
田

精
一
編
角
川
書
店
昭
和
妬
年
６
月
妬
日

（
四
、
作
品
論
「
三
四
郎
」
Ⅲ
～
川
頁
『
吉
田
精
一
著
作
集
第
四
巻
鴎

外
・
漱
石
』
収
録
桜
楓
社
昭
和
研
年
３
月
⑫
且

井
上
百
合
子
三
四
郎
捌
～
川
頁
『
日
本
文
学
鑑
賞
辞
典
近
代
編
』
吉
田

精
一
編
東
京
堂
昭
和
弱
年
６
月
刈
日

瀬
沼
茂
樹
図
書
館
に
て
７
１
ｕ
頁
／
一
一
一
つ
の
世
界
皿
～
加
頁
／
今
の

青
年
と
苦
の
青
年
別
～
肥
頁
／
新
し
い
女
性
躯
～
弧
頁
『
人
生
論
読

本
第
１
巻
夏
目
漱
石
』
角
川
書
店
昭
和
調
年
７
月
皿
日

十
七



昭
和
調
年
二
九
六
一
）

中
村
真
一
郎
女
が
描
け
る
か
ど
う
か
、
又
、
ど
の
よ
う
に
描
け
る
か
と
い
う
こ

と
な
ど
…
…
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
「
群
像
」
第
陥
巻
３
号
講
談
社
昭
和
茄
年

３
月
１
日

〈
女
が
描
け
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
描
け
る
か
と
い
う
こ
と
な
ど

：
…
・
妬
～
佃
頁
『
近
代
文
学
へ
の
疑
問
』
収
録
勁
草
書
一
房
昭
和
妬
年

７
月
、
日
）

（
女
が
描
け
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
描
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
な

ど
。
…
：
刑
～
柵
頁
『
中
村
真
一
郎
評
論
集
成
１
』
収
録
岩
波
書
店
昭

和
別
年
６
月
旧
日
）

ぜ
い
た
く

角
川
源
義
Ｉ
寅
彦
の
青
春
時
代
青
春
の
贄
沢
『
一
二
四
郎
』
の
世
界
Ⅳ
～

四
頁
／
Ⅱ
寅
彦
の
孤
独
漱
石
の
『
則
天
去
私
』
と
寅
彦
寅
彦
の
苦
悩

無
署
名
夏
口
漱
石
柵
～
Ⅲ
頁
（
三
四
郎
川
～
棚
頁
）
『
日
本
文
学
史
の

指
導
と
実
際
』
麻
生
磯
次
他
監
修
明
治
書
院
昭
和
妬
年
７
月
Ⅲ
日

森
本
直
宏
「
三
四
郎
」
Ｅ
～
Ⅳ
頁
「
学
生
の
読
書
（
１
）
ｌ
夏
目
漱
石
研
究
」

土
曜
会
昭
和
弱
年
７
月
砠
日

岡
本
幸
子
「
三
四
郎
」
旧
ｌ
旧
頁
同
右

荒
正
人
作
品
論
『
三
四
郎
』
Ｍ
１
Ⅲ
頁
／
『
そ
れ
か
ら
』
Ⅲ
～
Ⅲ
頁

『
評
伝
夏
目
漱
石
』
実
業
之
日
本
社
昭
和
弱
年
７
月
加
日

（
作
品
論
『
三
四
郎
』
川
～
川
頁
／
『
そ
れ
か
ら
』
Ⅲ
～
皿
頁
『
作

節
と
作
家
研
究
評
伝
夏
目
漱
石
塒
補
新
版
』
収
録
実
業
之
日
本
社
昭

和
姐
年
ｎ
月
旧
且

塩
田
良
平
三
四
郎
夏
目
漱
石
Ⅲ
～
町
頁
『
作
品
対
照
近
代
文
学
史
』

武
蔵
野
書
院
昭
和
弱
年
８
月
別
日

開
Ｉ
筋
頁
『
人
生
論
読
本
第
Ⅲ
巻
寺
田
寅
彦
』
角
川
源
義
編
角
川
壽
店

昭
和
珊
年
３
月
加
日

吉
田
精
一
解
説
剛
～
別
頁
『
世
界
名
作
全
集
肥
坊
っ
ち
ゃ
ん
草
枕

一
一
一
四
郎
こ
、
ろ
』
筑
摩
書
房
昭
和
茄
年
３
月
巧
日

柴
田
宵
曲
藻
塩
草
女
の
顔
４
～
５
頁
「
日
本
古
書
通
信
」
第
邪
巻
３

号
通
巻
Ⅲ
号
復
刊
第
川
号
日
本
古
書
通
信
社
昭
和
鮒
年
３
月
胆
日

（
女
の
顔
Ｍ
Ｉ
Ｍ
頁
『
漱
石
覚
え
書
』
収
録
日
本
古
書
通
信
社
昭
和

路
年
ｎ
月
別
日
）

中
村
光
夫
作
品
解
説
〃
～
Ⅲ
頁
『
日
本
現
代
文
学
全
集
別
夏
目
漱
石
集

（
二
』
講
談
社
昭
和
刑
年
３
月
旧
日

（
作
品
解
説
〃
～
Ⅲ
頁
『
豪
華
版
日
本
現
代
文
学
全
集
９
頁
目
漱
石
集

（
二
』
収
録
講
談
社
昭
和
仏
年
１
月
刈
旦

渡
辺
一
夫
漱
石
文
学
と
僕
１
１
２
頁
「
日
本
現
代
文
学
全
集
刑
夏
目
漱
石

集
二
）
月
報
６
」
講
談
社
昭
和
茄
年
３
月
旭
日

石
垣
綾
子
早
稲
田
南
町
の
頃
３
～
５
頁
同
右

福
原
麟
太
郎
漱
石
と
英
文
学
５
～
６
頁
同
右

（
漱
石
と
英
文
学
Ⅲ
～
皿
頁
『
英
文
学
随
筆
』
収
録
八
潮
出
版
社
昭

和
朗
年
ｎ
月
３
且

（
漱
石
と
英
学
漱
石
と
英
文
学
町
～
皿
頁
『
夏
目
漱
石
』
収
録
荒
竹

出
版
昭
和
佃
年
９
月
閲
旦

井
上
百
合
子
作
品
の
解
説
三
四
郎
Ⅲ
１
Ｍ
頁
『
人
と
作
品
現
代
文
学
講

座
４
集
明
治
編
４
』
木
俣
修
・
川
副
国
基
・
長
谷
川
泉
編
昭
和
珊
年
５
月

ｎ
日

伊
藤
整
ｌ
総
論
夏
目
漱
石
の
生
涯
７
～
Ⅳ
頁
『
漱
石
全
集
別
巻
漱
石

案
内
他
』
伊
藤
整
、
吉
田
精
一
編
角
川
壽
店
昭
和
茄
年
８
月
妬
日

幻



瀬
沼
茂
樹
解
説
〃
～
Ⅲ
頁
『
世
界
名
作
全
集
冊
坊
っ
ち
ゃ
ん
三
囚
郎

そ
れ
か
ら
』
平
凡
社
昭
和
刑
年
８
月
別
日

遠
藤
太
郎
さ
ん
し
ろ
う
三
四
郎
剛
～
剛
頁
『
国
民
百
科
事
典
３
』
平

凡
社
昭
和
調
年
８
月
訓
日

野
田
字
太
郎
東
京
文
学
散
歩
山
の
手
篇
本
郷
・
小
石
川
６
団
子
坂
他

刈
～
糾
頁
「
文
学
散
歩
」
第
９
号
雪
華
社
昭
和
弱
年
９
月
１
日

槌
田
満
文
名
作
獅
日
筋
夏
目
漱
石
「
三
四
郎
」
文
化
面
「
東
京
新
聞
」

夕
刊
第
６
８
７
９
号
東
京
新
聞
社
昭
和
調
年
９
月
ｎ
日
〔
火
確
且

（
９
月
⑫
日
三
四
郎
夏
目
漱
石
脇
～
脳
頁
『
名
作
３
６
５
日
』
収
録

河
出
書
房
新
社
昭
和
朗
年
１
月
旧
日
）

さ
ん
し
ろ
う
な
つ
め
そ
う
せ
き

（
９
月
ｎ
日
一
二
四
郎
夏
目
漱
石
川
～
川
頁
『
名
作
３
６
５
日
』
収
録

講
談
社
学
術
文
庫
講
談
社
昭
和
師
年
ｎ
月
皿
且

無
署
名
三
四
郎
（
一
九
○
八
）
夏
目
漱
石
作
の
小
説
〃
～
捌
頁
『
世
界
名

作
事
典
全
一
巻
』
世
界
名
作
全
集
別
巻
川
端
康
成
他
監
修
平
凡
社
昭

和
別
年
ｎ
月
別
日

飛
鳥
井
雅
道
第
七
章
夏
目
漱
石
〃
～
川
頁
『
日
本
の
近
代
文
学
』
’
三

壽
房
昭
和
弱
年
旭
月
、
日

遠
藤
祐
漱
石
文
学
の
展
開
ｌ
『
虞
美
人
草
』
『
坑
夫
』
『
三
囚
郎
』
の
こ
ろ
ｌ

巧
～
肌
頁
「
季
刊
文
学
・
語
学
」
第
皿
号
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
編

三
省
堂
昭
和
弱
年
ｎ
月
旧
日

昭
和
師
年
（
一
九
六
二
）

田
中
純
名
作
の
モ
デ
ル
②
漱
石
『
三
四
郎
』
の
モ
デ
ル
と
そ
の
生
き
方
Ⅲ

～
川
頁
「
マ
ド
モ
ァ
ゼ
ル
」
第
３
巻
２
号
小
学
館
昭
和
師
年
２
月
１

日

瀬
沼
茂
樹
解
説
棚
～
佃
頁
（
坊
っ
ち
ゃ
ん
三
四
郎
道
草
夢
十
夜
所

収
）
『
日
本
文
学
全
集
第
十
九
巻
夏
目
漱
石
集
』
河
出
書
房
新
社
昭
和
師

年
２
月
Ⅲ
日

（
Ⅱ
夏
目
漱
石
漱
石
素
描
川
～
Ⅲ
頁
『
明
治
文
学
研
究
』
収
録
法
政

大
学
出
版
会
昭
和
蛆
年
５
月
剖
日
）

伊
藤
整
解
説
別
～
棚
頁
（
三
四
郎
そ
れ
か
ら
道
草
所
収
）
『
日
本

文
学
全
集
第
Ⅷ
巻
夏
目
漱
石
（
二
）
』
新
潮
社
昭
和
Ⅳ
年
２
月
加
日

（
解
説
Ⅲ
～
棚
頁
『
日
本
文
学
全
集
第
６
巻
夏
目
漱
石
（
二
）
』
収
録

新
潮
社
昭
和
蛆
年
９
月
胆
日
）

（
夏
目
漱
石
Ⅳ
Ⅲ
～
剛
頁
『
伊
藤
整
全
集
第
旧
巻
夏
目
漱
石
・
森
鴎
外

他
』
収
録
新
潮
社
昭
和
姐
年
９
月
咀
旦

窪
川
鶴
次
郎
趣
味
の
散
歩
⑰
団
子
坂
下
柳
通
り
「
読
売
新
聞
」
夕
刊
第

３
０
６
５
２
号
読
売
新
聞
社
昭
和
師
年
２
月
朗
日
〔
金
曜
日
〕

（
趣
味
の
散
歩
⑰
団
子
坂
下
柳
通
り
妬
～
燗
頁
『
読
売
新
聞
縮
刷
版
』
収

録
第
５
巻
２
号
２
月
号
通
巻
蛆
号
読
売
新
聞
社
昭
和
師
年
３
月
旧

日
）（
第
二
の
歩
道
八
ｔ
野
千
駄
木
町
か
ら
団
子
坂
を
の
ぼ
る
道
ｖ
二
団
子
坂

三
四
郎
と
美
禰
子
Ｗ
１
冊
頁
『
東
京
の
散
歩
道
』
収
録
現
代
教
養
文
庫

Ⅲ
社
会
思
想
社
昭
和
朗
年
８
月
旧
日
）

瀬
沼
茂
樹
第
四
章
第
一
の
三
部
作
ｌ
『
｜
一
一
四
郎
』
ｌ
『
永
日
小
品
』
肥
～

Ⅲ
頁
／
第
六
章
第
一
一
の
三
部
作
ｌ
『
彼
岸
過
迄
』
川
～
醐
頁
『
近
代

日
本
の
思
想
家
６
夏
目
漱
石
』
東
京
大
学
出
版
会
昭
和
師
年
３
月
加
日

（
第
四
章
第
一
の
三
部
作
ｌ
『
一
一
一
四
郎
』
ｌ
『
永
日
小
品
』
Ⅲ
～
剛
頁
／

第
六
章
第
二
の
一
一
一
部
作
ｌ
『
彼
岸
過
迄
』
川
～
捌
頁
『
夏
目
漱
石
』
収

録
Ｕ
Ｐ
選
書
Ⅲ
東
京
大
学
出
版
会
昭
和
蛆
年
７
月
妬
日
）

刻



松
井
啓
子
夏
日
漱
石
試
論
「
三
部
作
」
を
中
心
と
し
て
四
～
弛
頁
「
女
子

大
国
文
」
第
妬
号
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
昭
和
師
年
６
月
皿
日

井
上
百
合
子
小
川
一
―
―
四
郎
妬
～
珊
頁
／
・
里
見
美
禰
千
汀
～
祀
頁
／
広

田
薑
川
～
川
頁
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
第
Ⅳ
巻
８
号
近
代
名
作
作

（
三
Ｎ
即
解
説
川
～
ｎ
頁
『
中
村
光
夫
全
集
第
３
巻
』
収
録
筑
摩
型
Ⅱ
房

昭
和
卿
年
７
月
筋
且

（
一
一
一
四
郎
解
説
佃
～
氾
頁
『
〈
評
論
》
漱
石
と
白
鳥
』
収
録
筑
摩
書
房

昭
和
別
年
３
月
Ⅲ
且

福
永
武
彦
鴎
外
．
そ
の
挫
折
川
～
川
頁
「
文
芸
」
第
１
巻
８
号
皿
月
号

河
川
諄
房
新
社
昭
和
師
年
ｎ
月
１
日

（
鴎
外
．
そ
の
挫
折
川
～
ｎ
頁
「
福
永
武
彦
作
品
・
批
評
Ｂ
』
収
録
文

治
堂
詳
店
昭
和
佃
年
Ⅵ
月
刈
Ⅱ
）

（
鵬
外
．
そ
の
挫
折
咄
～
ｎ
頁
『
意
中
の
文
士
た
ち
ｋ
』
収
録
人
文
僻

院
昭
和
岨
年
６
月
別
日
）

（
意
中
の
文
士
た
ち
上
鴎
外
、
そ
の
挫
折
昭
１
羽
頁
『
福
永
武
彦
全
集

第
咄
巻
』
収
録
新
潮
社
昭
和
他
年
ｎ
月
別
且

長
谷
川
泉
鴎
外
と
漱
石
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
『
森
鴎
外
論
考
』
明
治
書
院
昭
和

加
年
ｎ
月
３
日

無
署
名
漱
石
文
学
の
本
質
町
～
畑
頁
（
『
三
四
郎
』
川
～
川
頁
）
『
文

学
案
内
８
日
本
の
文
学
』
久
松
潜
一
・
今
井
源
衛
・
高
橋
義
孝
編
新
潮
社

昭
和
師
年
ｎ
月
別
日

田
薑
川
～
川
頁
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」

中
人
物
事
典
至
文
堂
昭
和
師
年
７
月
１
日

中
村
光
夫
三
四
郎
解
説
川
～
川
頁
『
日
本

郎
河
童
伊
豆
の
踊
子
』
学
研
新
詩
学
一

『
日
本
青
春
文
学
名
作
選
第
１
巻
三
四

一
学
習
研
究
社
昭
和
師
年
９
月
別

昭
和
調
年
（
一
九
六
三
）

井
上
百
合
子
夏
目
漱
石
一
一
一
四
郎
解
題
鑑
賞
肥
～
Ⅲ
頁
／
そ
れ
か
ら

解
題
鑑
賞
Ⅲ
～
伽
頁
『
鑑
賞
と
研
究
現
代
日
本
文
学
講
庫
小
説
３
鴎
外
・

漱
石
と
そ
の
周
辺
』
責
任
編
集
者
伊
藤
整
・
稲
垣
達
郎
・
勝
本
清
一
郎
・
成

瀬
正
勝
・
吉
田
精
一
三
省
堂
昭
和
胡
年
１
月
西
日

吉
田
精
一
江
戸
・
東
京
文
学
散
歩
Ｍ
Ｉ
Ｍ
頁
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」

第
朋
巻
２
号
至
文
堂
昭
和
犯
年
１
月
旧
日

坂
本
浩
第
一
序
篇
「
漱
石
の
生
涯
２
学
生
時
代
２
～
５
頁
／
４

熊
本
時
代
７
～
９
頁
／
二
、
漱
石
の
作
品
２
中
期
の
作
品
「
一
一
一
四

郎
」
弧
～
糾
頁
／
「
そ
れ
か
ら
」
弧
～
洲
頁
／
「
門
」
洲
～
胡
頁

／
五
、
漱
石
の
位
置
２
知
性
主
義
岡
～
的
頁
／
第
二
本
篇
Ⅱ

さ
ん
し
ろ
う

一
二
川
郎
Ⅳ
～
Ⅲ
頁
『
夏
Ｈ
漱
石
』
学
燈
文
庫
学
燈
社
昭
和
胡
年
３

月
咀
日

杉
山
和
雄
「
三
四
郎
」
別
１
Ｗ
頁
『
夏
目
漱
石
の
研
究
ｌ
国
民
精
神
の
交

流
と
し
て
の
比
較
文
学
ｌ
近
代
の
文
学
別
巻
』
南
雲
堂
桜
楓
社
昭
和
胡
年

５
月
別
日

福
原
麟
太
郎
英
学
十
話
⑪
夏
目
漱
石
「
毎
日
新
聞
」
朝
刊
第
３
１
３
３

５
号
毎
日
新
聞
社
昭
和
胡
年
７
月
刑
日
〔
火
曜
日
〕

（
英
学
十
話
旧
夏
目
漱
石
〃
～
刑
頁
『
毎
日
新
聞
縮
刷
版
』
収
録
第

Ⅲ
巻
７
号
通
巻
第
川
芳
毎
日
新
聞
社
昭
和
胡
年
８
月
旧
Ｈ
）

熊
坂
敦
子

川
泉
編

太
田
文
平

生
涯
』

豊
隆
・
草
平
論
争
兜
～
Ⅲ
頁
『
近
代
文
学
論
争
事
典
』
長
谷

至
文
堂
昭
和
師
年
ｎ
月
巧
日

寅
彦
に
対
す
る
漱
石
の
影
響
Ⅳ
～
加
頁
『
寺
田
寅
彦
の
作
品
と

七
曜
社
昭
和
師
年
Ⅲ
月
別
日

一一十



昭
和
朗
年
二
九
六
四
）

亀
井
勝
一
郎
文
学
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
三
四
郎
の
池
「
東
京
新
聞
」
朝
刊
第
７

７
６
１
号
東
京
新
聞
社
昭
和
調
年
２
月
旧
日
〔
火
曜
且

（
随
想
・
時
計
三
四
郎
の
池
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
『
亀
井
勝
一
郎
全
集
第
加
巻
』

収
録
講
談
社
昭
和
咄
年
６
月
別
且

清
水
茂
作
品
論
・
同
時
代
批
評
と
評
価
の
変
遷
史
「
三
四
郎
」
的
～
測
頁

「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
第
羽
巻
３
号
至
文
堂
昭
和
羽
年
３
月
１
日

（
英
学
十
話
夏
目
漱
石
皿
～
刷
頁
『
十
人
百
話
第
四
』
収
録
谷
口
吉

郎
著
者
代
表
毎
日
新
聞
社
昭
和
兇
年
ｎ
月
旧
旦

（
英
学
十
話
七
夏
目
漱
石
川
～
川
頁
『
文
学
と
文
明
』
収
録
文
芸

春
秋
新
社
昭
和
側
年
９
月
別
且

（
漱
石
と
英
学
夏
目
漱
石
川
Ｉ
剛
頁
『
夏
日
漱
石
』
収
録
荒
竹
出
版

昭
和
蛆
年
９
月
妬
且

野
間
宏
文
学
教
材
へ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ⅵ
）
「
草
枕
」
と
「
三
四
郎
」

Ⅲ
～
拠
頁
「
国
語
教
育
」
第
５
巻
９
号
皿
月
号
通
巻
第
咄
号
三
省
堂

昭
和
弼
年
皿
月
閲
日

（
『
草
枕
』
と
『
三
四
郎
』
Ｍ
～
Ⅸ
頁
『
創
造
と
批
評
』
収
録
筑
摩
書

房
昭
和
仏
年
２
月
⑪
且

（
『
草
枕
』
と
『
三
四
郎
』
Ⅲ
～
Ⅲ
頁
『
野
間
宏
全
集
第
十
八
巻
創
造

と
批
評
』
収
録
筑
摩
書
房
昭
和
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